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第2節 算数(数学)科の教科書の著作者

1圃 明治初期の著作者

明 治初期 の教科 書は， 自由発行， 認可制度のも
と にあった。 この時期は， 小 中 学校とも 1 8 7 2 ( 明
治 5) 年 の「学制」 から始まり， 小学校は 18 8 6 ( 明
治 1 9 ) 年の「小学校令J以前の約 15年間， 中 学校
は 同年の「 中 学校令」 以前の約 15年間 を指す。 現
在までの研究では， 小学校の教科書の 全体像 につ
いては明らか にされているが， 中 学校 の 教科書の
全体像についてはあまりはっきりしていない。

(1) 小学校
明 治初期 の;J、学校算術 科の教科書については，

『 日 本教科書大系 算数 (玉U (以下， �大系』
と省略) に詳しい1)。 こ の時代の教科書は， 主に，
筆算， 珠算， 幾何 に分けられ， ま た， 中 学校と重
複している場合も少な くない。 ここでは， �大系J
の「算数教科書総目録J (以下， 総呂録と省略) ( 9 
�92頁) の 教科書名・著作者名 ・ 解説から， 明 治
20年以前に発行されていて ( �大系』 に挙げられ
ている番号で1�50 3 ) ， しかも， その後 に， 検定
を 通った9点 (番号 : 4 8 4， 485， 4 8 6， 4 8 7， 4 8 8 ，  
4 9 4， 4 95， 4 9 9， 502 ) を除い た 4 9 4点について， 著
作者毎に単独とグループを 区別して分類した。 す
なわち， 例えば， í岸俊雄」 という 単独名で書か
れている場合と， í岸俊雄 ・ 山団員!J政」という グ
ループ名で書かれている場合とは別々 の著作者と
した。 以下， 本稿では， 戦前の 著作者の分析 に お
いて， 特 に断らない限り単独とグツレープを 区別し
ている。

このよう にして 明 治初期 の算術 教科書の著作者

の教科書の発行年)1固に挙げると， 次のとおりであ
る。 な お， ( ) 内は， 教科書の点数である。

関 口 開 (5) ， 花井静 (3) ， 吉 田庸徳 (4 ) ，
弘鴻 (3 ) ， 土産智 (6 ) ， 杉 山 義利 (3) ， 中{康澄 清
( 15) ， 藤井信暁 (3 ) ， 松本時敏 ( 4) ， 山本正至・
田 沢 昌 水 (3 ) ， 平山子抱 (3 ) ， 小林義則 (5) ， 村
垣素行 (3) ， 栗 野忠雄 (3) ， 橋爪寛一 (5) ， 加藤
義促 (3 ) ， 高木恰荘 (3 ) ， 新名重 内 (3 ) ， 藤) 11春
龍 (3 ) ， 藤井信厚 (3 ) ， 山 田 正一 (7 ) ， 山岡 昌 邦
(3 )  ， 塩野入 安 (3) ， 後藤磯右衛門 (3 ) ， 西尾吉
太郎 ・ 林小粥太 (3 ) ， 水野淵 二郎 (3) ， 尾関正求
(3)  ， 国 中矢徳 (3) ， 内藤文融 (3 ) ， 大 島孝造 (3)
これらの著作者の教科書を 見ると， 和洋が混在

しているが， 若干， 洋算 (筆算， 暗算， 幾何) が
多いよう である。 なお， これらの 著作者と重複す
るところもあるが， �大系J に翻刻収録されてい
る代表的な教科書の 著作者と そ の 教科書名， 発行
年を挙げると次のと おりである。

塚本明毅 (筆算訓蒙 : 1 8 6 9 ) ， 吉 田庸徳 (洋算早
学 : 1 8 7 2 ) ， 佐 々 木綱親 (改正洋算例題:1 8 7 3 ) ，
中村六三郎 (小学幾何用法: 1 8 7 3) ， 師範学校 ・
文部省 (小学算術 書 : 1 8 7 3�76 ) ， 岡本則録 (上
等小学課書幾何初歩: 1 87 8 ) ， 福 田 理軒 (明 治小
学塵劫記:1 87 8) ， 山 田 昌 邦 (小学暗算書: 1 8 7 8) ，
大柿玄 九郎 (小学必携珠算用法: 1 87 9 ) ， 尾関正
求 (数学三千題 : 1 8 8 0) ， 小 山健三 (小学筆算

: 1 8 8 2 ) ， 千葉公胤 (初等小学筆頼算教授書 :
1 88 2 ) ， 中保澄 清 (初等小学珠算教授書: 1 8 8 3 ) ，
山 田 正一 (小学初等課 書算学実物教授本: 1 8 8 3)  

を分類すると， 全部で355名 (グループ)となった。 (2) 中学校
このうちで， 3点以上 の 教科書を著した著作者は ， 明 治初期 には， 中 学校の数学科では外国語の教
3 0名 (グループ) であり， それらの著作者 を最初 科書が使われていた。 それらの著作者は， í外国

29- 算 数 の 著 作者



教師ニテ教授スル 中学教則J ( 1 8 7 2 (明治 5) 年 8月
文部省) によると， 算術ではディビス (Davies， C: 
英) ， エイセリック (仏) ， リュブセン (Lubsen，
H. B:独)， 幾何ではディビス (英) ， レジャンドノレ
(Legendre， A. M:仏)， ウィガント (Wi e g a n d ， A :  
独)， 代数ではディビス (英)， ソンネ (Sonnet，
H : 仏) ， リュブセン (独)が挙げられている。

日 本語 の 教科書としては， 和 算家による和算書
と洋学者による外国 の教科書の翻訳書や編纂書が
あっ た。 I 中 学校 及 師範学校教科書ニ採用シテ苦
シカラサル分Jに， 1 8 7 3  (明治6) 年から 1 88 5 ( 明
治 1 8) 年にかけて発行された 4 1点の数学教科書が
挙げられているが2)， こ の 中 の 和算書の著作者に
は， 千 葉雄七 (算法新書: 1 8 7 3) ， 神田理軒 (明治小
学塵劫記: 1 8 7 8) などがおり， 翻訳書の著作者に
は， 神津道太郎 (筆算摘要:1 87 5) ， 柴 国清亮 (幾何
学: 1 8 7 9) ， 石川葬 (代数学: 1 87 7) ， 宮川保全 (三角
新論:1 8 7 6)などがいた。 また， �再版数学三千題J
( 1 8 8 2)で有名な尾 関正求も見られる。 なお， 小倉
金之助は， こ の 時代の著作者として， ロビンソン
(Robinson， H. N.) ， チャンパース (Chambers， W & 

R) ， トドハンター (Todhunter， I) の教科書をもと
に『代数教科書� ( 1 8 8 2) ，  �算術教科書� ( 1 8 8 4) 
を編集した田 中矢徳を評価している3)O

2圃 明治検定期の著作者

明治初年の 自由発行， 認可期 を経て， 教科書は
検定制度 になっ た。 こ の 時期は， 小 学校は 1 8 8 6
( 明治 1 9) 年 の「小学校令」 から 1 9 0 3 ( 明治 36) 年の
「小学校令」 改正以前の約 1 8年間であり， 中 学校
は 1 8 8 9 ( 明治 1 9) 年 の「 中 学校令Jから 1 9 4 3 (昭和
1 8) 年「 中 学校令」 改正以前の約 55年間である。
現在までの研究では， 認可期と 同様 に， 小学校の
教科書については 明らか にされているが， 中 学校
の教科書についてはあまりはっきりしていない。
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(1) 小学校

小学校の算術科教科書は， 1 8 8 6 (明治 1 9) 年から
1 9 0 3  ( 明治 36) 年までは検定制度であった。 こ の聞
に検定 を通った算術教科書は， �検定清教科用 図
書表� (以下， � 図 書表� ) の解題によると 2 1 8
点である4)。 そ こで， 筆者は， こ の『 図 書表』と
『大系J の「総目録」 を比較対照してみた。 そ の
結果， �大系Jの総目録では， 算術科の「簿記J
( 1 3点) が含まれておらず， ま た， 改訂版や児童

用 ・ 教師用が1点 の 中 に含まれており， そ の ため，
『大系』全体で検定教科書は， 1 3 5点 になってい
る。 さ ら に， �大系』の「総目録Jには， �図
表』 に含まれている， 次の 4 点 に 関する記述が欠
けている ことが分かった。

上野清『教授改良 算術三千題J
明治22年2月9 日 検定

長沢亀之助『小学算術教科書 尋常科教員用』
明治3 4年1月 1 8 日 検定

文学社編輯所『小学新算術 尋常科教員用』
明治34年1 2月 2 7 日 検定

文学社編輯所『高等小学国民新算術 教 師用』
明治33年2月3 日 検定

こ こでは， これら を含めて， 著作者数 を数えると，
検定期 の著作者数は96名 (グ、ループ) となり， こ
のうちで， � 大系』 の「総目録」 をもと に2点以
上の教科書 を 著した著作者は， 3 0名 (グループ)
であり， それら を最初の教科書の 発行年順 に挙げ
ると， 次のと おりである。 なお， 内は， 教
科書の点数である。

中保澄清 (4) ， 佐久間文太郎 (4)， 竹貫登代多
( 7) ， 岡村増太郎 (4) ， 尾 関正求(2) ， 青野予階
( 2) ， 辻敬之 ・ 箆昇三 (2) ， 曽我部信雄 (2) ， 古川
凹 ( 2) ， 郡正光 (3) ， 樺正蓋 (2) ， 渡辺政 吉 (2) ， 
学海指針社 (4) ， 小野友五郎 (2)， 石川富三郎
(2) ， 森孫一郎 (2) ， 田 中矢徳・金沢長吉 ( 2)， 鈴
木直三郎・ 竹内左ー(2) ， 稲垣作太郎 (2) ， 長沢
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亀之助 (3)， 文学社編輯所 ( 7) ， 中 山民生 (2) ， 
金港堂 (2) ， 高浦丈雄 (2) ， 金沢長吉 (2) ， 千 葉
県教育会 (2) ， 堀越源次郎 ・ 中 島吉太郎 (2)
こ の 時期 には， ほとんどの教科書が洋算になっ

ている。 な お， 著作者として， 個人や複数の実名
ではなく， 会社名や 教育会名が 出てきている。 小
学校 の算術 科については 出版社や研究会など の集
団で教科書 を作る ことが始まっ たよう である。 な
お， これら の 著作者と重複すると ころもあるが，
f大系J に翻刻収録されている代表的な教科書の

著作者と そ の教科 書名， 発行年 を示すと次のとお
りである。

鶴橋国太郎 (珠算初歩: 1 8 8 6) ， 中保澄 清 (小学尋
常科筆算書 : 1 8 8 7) ， 竹貫登代多 (尋常小学筆算
教科書 : 1 8 9 3) ， 学海指針社 (小学算術 高等科 :
1 9 0 0) ， 金港堂 (尋常算術教科 書 : 1 9 0 1) 

(2)中学校

中 学校 の数学科教科書は， 1 8 86 (明治 1 9) 年から
1 9 43  (昭和 1 8) 年までは検定制度であっ た。 中学校
数学科の検定期の 教科書発行の全体像は これまで
に 明らか にされていないので， まず， 教科書発行
・検定の状況 をまとめておく。 こ の 時期 に検定 を
通っ た数学科教科 書 を 、 筆者が 、 『検定済教科用
図書表j 5) によって調べ た 結果 をまとめると， 資
料3-1のと おりである。

1 8 86年から 1 94 4年までの 5 9年間に検定 を 通った
中 学校数学科教科 書は， すべてで855点・1 2 1 4冊で
あっ た。 中 学校教科書は， 算術， 代数， 幾何， 平
面幾何， 立体幾何， 三角法， 平面三角法， 数学，
算術代数，幾何三 角法， 数表など に分かれていた。
こ の 中では， 算術， 代数， 平面幾何が 多く認可さ

れていた。 なお， 資料3-1には， 中 学校と 同様
に 当 時の 中 等教育機 関であった 高等女学校， 実業
学校 の教科書についてもまとめである。

こ の 時期 に， 中 学校 ( 1 8 8 7 � 1 9 4 4)・高等女学校

(l 9 00 � 1 9 44) ・ 実業学校 ( 1 9 3 3� 1 9 4 4 ) の教科書
で検定 を通っ た 著作者を 、 上と 同様に『検定済教
科用図書表』からまとめると， 資料3-2のと お
りである。 中 学校・高等女学校・実業学校の全体
では， 58年間 の 数学科教科書の著作者は203名 (グ
ノレープ) である6)。

中 学校の教科書で、検定 を 通った 著作者は約 1 50
名 (グ、ノレープ)である。 そ のうち， 1 0点以上の教科
書が検定で認可された 著作者23名 (グループ) を，
そ の検定が通った 時期 の順 に挙げると次 のと おり
である。 ( )内は， 著作者 の主の職業である7)。

明治 : 問 中矢徳(攻玉社 中学校)， 上野清
(数理書院)

明治~大正 : 長沢亀之助 (専修大学)， 三輪桓ー
郎 (京都帝 国 大学教授) ， 樺正薫
(東京実践女学校) ， 沢 田吾ー (東
京高等商業学校教授)， 高橋豊 夫
(広島高等師範学校教授) ， 遠藤又
蔵 (不 明)， 宮本藤吉 (不 明)， 三守
守 (東京高等工業学校教授)， 寺尾
寿 (東京帝国 大学教授) ・ 吉 田好九
郎 (学習 院教授)

明治~昭和 : 林鶴一 (東北帝国大学教授) ， 国技
元治 (東京文理科大学教授)， 高木
貞治 (東京帝国大学教授)

大正~昭和 : 阿部八代太郎 (東京高等師範学校
教授)， 広 島 高等師範学校附属 中
学校数学研究会， 中) 1 1詮吉 (東京
帝国大学教授)， 竹内 端 三 (東京帝
国大学教授)， 国正造 (京都帝国大
学教授) ， 寺尾寿 (東京帝国大学教
授) ・ 藤野了祐 (早稲 田 大学) ， 掛谷
宗一 (東京文理科大学教授) ， 松本
敏三 (京都大学)

昭和 : 米山 国蔵 (九州帝国大学教授)
ほとんどの 著作者が， 大 学の著名な数学者であ
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り， しかも， 単名 (または2�3名) であり， グ
ノレープとしての著作者は少ない。 なお， 日 本 中等
教育数学会 (現在 の 日 本数学教育学会) の会長 を
歴任した人も数名いる。

高等女学校 の教科書の著作者で， 検定が開始さ
れた 1 90 0 (明治3 3) 年以降 1 9 4 4 (昭和 1 9) 年までの聞
に検定 を通ったのは約80名 (グループ) おり， そ
のうち， 1 0点以上 の 教科書が検定で認可され た著
作者 1 3名 (個別では 1 4名) を， 中 学校と 同様 に挙げ
ると 次のと おりである。

明治~大正:伊藤豊十 (不 明) ， 森岩太郎 (東京
女子高等師範学校) ， 近藤耕蔵 (不
明)

明治~昭和: 小林盈 ・ 稲垣作太郎 (東京市立第
三 高等女学校) ， 林鶴一 (東北帝
大 学教授) ， 高木貞治 (東京帝 国大
学教授)

大正~昭和: 阿部八代太郎 (東京高等師範学校
教授) ， 広島高等師範学校附 属 中
学校数学研究会， 中) 11鈴吉 (東京
帝 国大学教授) ， 竹 内 端三 (東京帝
国 大学教授) ， 園 正造 (京都帝国大
学教授) ， 帝 国書院編輯部， 渡辺
孫一郎 (東京工業大学教授)

多くの 著作者が 中 学校の著作者と重なっている。
実業学校 の教科書の著作者で， 検定が開始され

た 1 9 3 3 (昭和 8) 年以降 1 9 4 3 (昭和 1 8) 年まで の間に
検定を通っ た のは約40名 おり， そ のうち， 1 0点以
上の教科書が検定で認可され た 著作者 4 名 (グル
ープ) を， 挙げると次のとおりである。 林鶴一，
阿部八代太郎， 広 島高等師範学校附属 中 学校数学
研究会， 竹 内 端三。

1 9 4 1 (昭和 1 6) ・ 1 9 4 2 (昭和 1 7) 年の2年間は， 物
資不足 の ため， 文 部省が検定教科書のうちから各
学科 5 種以 内 を選定するという 1 5 種選定jが実
施された。 中学校 の選定教科書は， 算術代数 ・ 数

学 ・ 代数・ 幾何 ・ 幾何三 角など1 9点、で， そ の 著作
者は次 のとおりである。 竹 内 端三 ，阿部八代太郎，
掛谷宗一， 東京高等師範学校附属 中 学校数学研究
会， 広 島高等師範学校附属 中学校数学研究会。 高
等女学校の選定教科書は 1 4点で， 著作者は渡辺孫
一郎， 佐藤良一郎， 国枝元治 ・ 中 沢伊興吉， 中 ) 1 1  
錠吉， 薗正造で、あっ た。 な お， 実業学校はそ の特
殊性から 1 1点が選定され， そ の著作者は9名 (グ
/レープ) で， 松本敏三 ， 岡田良知 ・ 森本清吾， 鍋
島信太郎， 岩付寅之助， 大阪工業数学研究会， 高
木貞治， 竹内 端三 ( 昭和 1 7年だけ: 工業教育振興
会， 中 ) 1 1錠吉) であった。 これら の著作者による
教科書は， 当 時よく使われていた 教科書を反映し
ていたも のと恩われる。

1 9 4 3  (昭和 1 8) 年には， 検定教科書の著作者は 中
等学校 教科書株式会社と実業学校教科書株式会社
の2社だけ になった。 実際の著作者は， 中 学校 ・
実業学校は， 杉村欣次郎 (東京文理大学教授: 数
学) ， 田 中 良 運 (東京高等師範学校附属 中 学校教
諭) ， 和 国義信 (文部省 図書監修官) ， 島田茂 (東
京高等 師範学校附属 中 学校教諭) ， 黒田孝郎 (東京
物理学校教授)であり， 高等女学校用 の 著作者は，
清水辰次郎 ( 大阪帝 国大学教授: 数学) ， 前田光
(大阪府立大手前高等女学校嘱託) ， 石谷茂 (大阪
帝国大学副手) らであった。 なお， 中 学校 ・ 高等
女学校用とも， 1種検定教科書には， 5年制用と
4 年制用とがある。 ま た， こ のときの 師範学校 の
教科書 の著作者は戸田清 (広島 高等師範学校 教授)
である。 こ の 時期から 中 学校 の 教科 書 の 著 作者
は， 一人の大学の数学者の手から離れ， 大学の数
学者と学校の 数学教師の集団となるのが 当 たり前
となってきた8}。

3. 国定期の著作者

教科書は検定期 を経て， 固定期 に入る。 この 時
期は， 小学校は 1 90 3 (明治36) 年の「小学校令」 改
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正から 1 9 5 0 (昭和2 5) 年の戦後検定教科書発行以前
の約 48年間であるが， 中 学校は 1 9 4 3 (昭和18) 年の
「 中 学校令J改正から 1 9 5 0 (昭和25) 年の戦後検定
教科書発行以前の約7年間だけである。

(1) 小学校

国定第1期 ( 1 9 0 5�) ， すなわち， 11尋常小学算
宇野書j (いわゆる黒表紙教師用教科書) は， 飯島正
之助 (第一高等学校教授)， 中村兎茂吉 (文部省図
書監修官)， ) 1 1上瀧 夫 (文部省図書課属) によって
編集された9)O 第2期 ( 1 9 1 1 �) ・ 第3期 (1 9 1 8�)
およびメートノレ法 改訂 に 合わせた第 4 期 (l 9 2 5�) 
の編集者については， 不 明である。

固定第 5 期 ( 1 9 3 5�) ， すなわち， 11尋常小学算
術� (緑表紙教科書) は， 塩野直道 (文部省図
監修官) を 主任として， 津田一 夫 (文部省嘱託) ， 
安東寿郎 (東京高等師範学校教授)， 柿 崎兵部 (女
子学習院教授)， 高木左加枝 (東京高等師範学校訓
導) によって編集された10)。

固定第6期 ( 1 9 4 1 �)， すなわち， 11カズノホンJ
• 11初等科算数j (青表紙教科書) は， 前田隆一
(文部省 図書監修官)， 森規矩男 (文部省図書監修
官補)， 安東寿郎 (前東京高等師範学校教授)， 池
松良雄 (東京都視学官) によって編集された11)。
ただし前 回は， 11カズノホン』 の編集が終わった
あと に 高等 学校担 当 に移り， そ の後は丸 山 俊朗

(文部省図 書監修官) が務めた。 11高等科算数J
は和田義信 (文部省図書監修官) の作と言われて
いる12)O 戦後 の墨塗り教科書 ( 1 9 4 5年) ， 暫定教
科書 ( 1 9 4 6年)は， こ の教科書を底本として削除・
作成されたも のである。

闇定第7 期 (l 9 4 7�)， すなわち， 1 9 4 7年 (昭和
2 2) 年の文部省著作算数教科書『さんすう � ， 11算
数Jは， C 1 E に認可されたも ので， 主な著作者
は， 文部省の和田 義信， 丸 山俊朗らと思われる。
そ の後， 1 9 4 9 (昭和2 4) 年 に， い わゆる 単元学習 の
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モデ、ル教科書と言われた『小学生 のさんすう 第
四学年用� (3冊)が発行された。 そ の 著作者は，
和 国義信 (文部事務官)， 青池実 (文部事務官)， 石
田貞一， 渡謹一雄， 田林親康， 村田好道， 山本喜
治， 小林利男， 小森理守， 白石三 郎， 森規矩男で
ある。

(2 ) 中学校

中 学校では 1 9 4 4 (昭和 1 9) 年に 国定教科書となっ
たが， それは 前年の検定教科書を修正したもので
ある。 修正し た人物は定かではないが， 前年の検
定教科書 を作成した杉村欣次郎 (東京文理大学教
授) ， 問 中 良 運 (東京高等師範学校附属中学校教
諭)， 和田義信 (文部省 図書監修官)， 及び， 丸 山
俊朗(文部省 図書監修官) と思われる。

終戦後 の 1 9 4 5 (昭和20) 年の墨塗り教科書及び
1 9 4 6  (昭和2 1) 年の暫定教科書は， 1 9 4 3  (昭和 1 8) 年
の検定教科書と 1 94 4 (昭和 1 9) 年の 国定教科書を底
本にして削除・ 作成されたも のである。 こ の削除
には， 東京文理科大学・高等 師範学校附属 中学校 関
係者の佐藤良一郎， 宮 崎勝弐が加 わっている1 3)。
最終的 には， 文部省の和田義信， 丸 山 俊朗らが行

ったと思われる。
1 9 4 7  (昭和 22) 年度から新制中 学校が発足し，

1 9 4 7年 の文部省著作でC IE に認可された『 中 等
数学Jが使われた。 主な著作者は， 文部省の和田
義信， 丸 山俊朗らと思われる。

1 94 9  (昭和 24) 年 には文部省から『 中 学生の数
学j (いわゆる， 単元学習 の教科書) のl学年用が
2冊発行され た 。 こ の教科書は， I企画Jは和田
義信 (文部省) ， I原案」 は飛 岡正治， ) 11ロ廷，
舘暢， 高橋運 宜， 土屋正夫， 鶴賀伊奈夫， 山内文
逸， 松 間 道雄， 松 岡元久， 小西勇 雄， 佐藤長治
郎， I編集」 は和 国義信 (文部省) ， ) 11 口廷， 中
島健三 (文部省) ， 松岡元久， 小西勇雄， 小松直
行， 島田茂 (文部省) であった。 結局， これら2
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種の教科書は， そ の後民聞から発行された検定教
科書ととも に 1 952 (昭和2 7)年度まで使われた。

(3)主な著作者

1)小学校用

間定第1期 の編集を担 当した のは， 飯島正之助
であり， 飯 島は， 東京大学を 出て第一 高等学校教
授となっていた。 文部省では， 図 書監修官 の 中 村
兎茂吉が そ の任 に 当 たっ た。 中 村については， 理
科の 国定教科書の編集で有名である。 こ こでは，
固定第 5期以降 の 主な著作者についてまとめてお
く こと にする。

①塩野直道
1 8 9 8 ( 明治3 1)年 に 島根県で生まれ， 1 9 2 2  (大正

1 1  ) 年に東京帝国大学理学部物理学科卒業後， 松
本高等学校 教授を経て， 1 9 25 (大正 1 4)年に文部省
図書監修官 に就任した。 そして， 昭和初年に『尋
常小学算手|刊 (い わゆる結表紙教科書) を 中心と
なって編纂した。 こ こでは「数理思想 の開発Jが
特徴的である。 そ の後， 1 9 4 2 (昭和 1 7)年には， 文
部省図書局第二編集課長 に就任し， 中 学校数学科
の『数学 第一類・第二類� ， 理科『物象』など
の編集にも 関 係し た。 な お， 要目 に列挙されてい
る 内 容は， 学習し たあと のカス のよう なも のであ
り， その精神 こ そ 学ぶべきであるとし た「要目カ
ス論」 は有名である。 そ の後， 1 9 45 (昭和 20)年に
金沢高等師範学校 長に就任し， そ こで終戦 を迎え
た。 戦後， 公職追放になり， そ の聞 に 書いた『数
学教育論� (啓林館， 1 9 4 7 ) は戦後初めてのまと
まっ た数学教育論として有名である。 復帰後は，
啓林館 に入社し， 小 中 学校の算数・数学の教科書
編集 に力 を 注いだ。 1 9 6 9 (昭和4 4)年に死去。

[ 主な著書]数学教育論 (啓林館， 1 9 4 7)， 算数・
数学教脊論 (啓林館， 1 9 6 1)， 数 学教育革新の ため
に (啓林館， 1 9 6 4) [ 参考]随流導流 (啓林館，
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1 9 8 2) ， r:l本数学教育学会誌 (以下， 日 数教会誌
と省略) 第51巻7号

②前田 隆一
1 90 7  (明治40)年に奈良県で生まれ， 1 9 3 1  (昭和

6) 年 に京都帝国大学理学部数学科卒業後， 京都
帝国大学副手， 第八高等学校講師・教授合経て，
1 9 4 0  (昭和 15)年に文部省図書監修官に就任し た 。
その後， 中 学校教授要目『数学 第一類・第 二類J
の作成 に参加したあと， �カズノホンJの編集 に
取り組んだ。 そ こでは「宜覚的Jな作業 を重視し
た。 そ の後， 高等学校規程の 改定 にかかわり， 督
学官， 科学局教学官， 専門教育局 教学官 を経て，
海軍司政官となった。 戦後， 1 9 4 9 (昭和2 4)年 に 吉
野書房 を創設し， �新算数教育講座� ( 1 9 6 1 )など
数学教育関 係 の 書籍 を発行し， さ ら に『算数と数
学� ( 教育総合研究所) の発行にかかわり， 大阪
書籍 に入り， 小 中 学校の算数・数学の教科書編集
に力 を 注ぎ， 1 952 (昭和 27)年には， 大阪書籍の社
長 に就任した。 なお， 戦前から図形教育に強い関
心 を持ち発言 を続けてきたが， それら をまとめ た
『算数教育論� (金子書房， 1 9 7 9 ) は国形 教育研
究の戦後 の原点ともなっている。 現在は， 大阪書
籍相談役となっている。
{ 主な著書]算数教育論 (金子書房， 1 9 7 9)， 全人

的人間像の科学論 (大阪書籍， 1 9 8 3)， 小・ 中 学校
を一貫する初等図形教育へ の提言 (東洋館 出版社，
1 9 95) [ 参考}数学教育の回顧と展望 ( 国 立教育
研究所， 1 9 8 9 )  

③丸 山 俊朗
1 93 7  (昭和 1 2) 年に東京文理科大学数学科卒業

後，東京高等師範学校附属 中 学校教諭 を経て，1 9 4 1  
(昭和 1 6)年に文部省国書監修官 に就任した。 前田
隆一の後 を受けて， �初等科算数』の編集を行っ
た。 戦 中戦後 の算数・数学教育を 和田義信ととも
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に文部省で支え たが， 1 9 4 7(昭和2 2) 年 に死去。

④森規矩男
1 90 3  ( 明治36) 年(? ) に 宮崎県で生まれ， 宮崎師

範学校卒業後， 宮 崎師範学校附 属小学校， 田園調
布小学校 を経て， 1 9 4 0 ( 昭和 1 5) 年に文部省に入
札 1 9 4 1 ( 昭和 1 6) 年に文部省 図 書監修官補とな

り， �カズノホン � ， �初等科算数』の編集 に加
わっ た。 1 9 4 5(昭和20) 年 に塩野車道ととも に金沢
高等師範学校に移り， 終戦を迎え た。 戦後は， 忍
岡高等学校 教諭 を経て， 大阪書籍に移り， 前田隆
ーらととも に算数 ・ 数学の教科書の編集 を 行った。
1 9 6 8  (昭和4 3) 年に死去。
{ 参考]算数と数学 (総合教育研究所， 1 9 6 8年 4

月号， 1 9 6 8年 8月号)

2)中学校用

中 学校では， 先 に述べたよう に， 固定期間は短
かっ た。 そ こで， その間の全般 にかか わっ た和田
義信 についてまとめておく。

①和田義信
1 9 1 2  ( 明治4 5) 年 に富 山 県で生まれ， 1 9 3 7  (昭和

1 2) 年に東京文理科大学卒業， 東京高等師範学校
助手 ・ 教授 を経て， 1 9 4 3  (昭和 1 8) 年に文部省図
監修官に就く。 中 学校の1種検定教科書『数学
第一類・ 第二類Jの作成 に加わった後， その教科
書の 中 学校 国定教科書『数学 第一類 ・第 二類� ， 

戦後の文部省著作教科書『 中等数学� ， � 中 学生
の数学Jの編集にかかわった。 戦 中・戦後の文部
省での算数 ・数学の 国定教科書の作成，学習指導要
領の作成等の教育行政を 一手に引き受けてい た。
戦後の算数教育に おける意味指 導の強調の先鞭 を
つけ たと言 われている。 1 9 5 3( 昭和2 8) 年に東京教
育大学助教授に移り，その後， 同大学教授となり，

和5 1) 年に定年退官。 1 9 9 5(平成 8) 年 に死去。
[ 主な著作}和 国義信著作・講演集 (全 8巻)(東

洋館 出版社， 1 9 9 7予定) [ 参考] 日 数教会誌第 7 8
春3号

4 . 戦後の検定期の著作者

戦後の検定期は， 1 9 5 0( 昭和2 5) 年から始まる。
しかしながら戦後の検定期は， 戦前の検定期と 教
科書作成の形態が全く異なってい た。 戦前は， こ
れまで に見てきたよう に個人の著作者が教科書 を
著すという場合がほとんどであっ たが， 戦後は，
民間の教科書会社によって構成された学者や 数学
教育関 係者らからなる著作者グループ (編集者，
監修者， 著作者， 執筆者等) が教科書を著し始め
たのである。

そ こで， 教科書の 著作者 を把握するため に， ま
ず， 戦後 に小学校算数科， 中 学校数学科の検定教
科書を発行し た ことがある教科書会社 を示すと，
小学校 教科書 1 6社， 中 学校教科書23社で， 次のと
おりである14)。 数字は， 小 中 学校別の発行年(西
暦1 9XX年) 。

日 本 書 籍:小50� 7 0年
東 京 書 籍:小50�現在
大 阪 書 籍:小50�現在
大 日 本図書:小5 1 �現在
中 教 出 版:小50� 7 0年
教 育 図 書: 一一 一

実 教 出 版: 一一一 一一

学 校 図 書:小50�現在
二 葉 図 書:小5 1 �6 1年
三 省 堂: 一一

教 育 出 版:小55�現在
富 山 房: 一 一一一

北 陸 教 育 書籍:小55年
光 村 図

中 5 1 � 7 1年
中 5 1 �現在
中 52�現在
中 50�現在
中 50 � 6 5年
中 5 1 � 59年
中 5 1， 5 6�6 5年
中 5 1 �現在
中 52�6 1年
中 5 1 � 6 5年
中 52�現在
中 50�6 0年

中 56 � 6 1 年
日 本の数学教育の指導的役割 を果 たし， 1 9 7 6  ( 昭 富士教科書: 小50 � 5 9年
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国 民 図 書 : 小5 1年 中 5 2� 54年
広 島 図 書 : 小 51�5 3年
青 雲 社 : 一一一一一一 中 5 1� 58年
日 本 書 院 : 一一一一一一 中 56� 68年
啓 林 館 : 小 52�現在 中 54�現在
績文堂 出版 : 小 53 �5 5年 中 5 2�6 4年
学芸出版社 : 一一一一一一 中 5 9 � 6 1 年
日 本 文 教 出題 : 小 6 1 �6 5年 中6 2� 68年
学 研 書 籍 : 中 6 2�65年
焼教育図 書 : 中 6 2年
正 進 社 : 中 6 2� 65年
高式算数研 究 会 : 小6 8�7 9年
次 に， これらの教科書の 中から代表的な教科書

を選ぶため に， 戦後 の 学習指導要領の改訂 に合わ
せて， 算数・ 数学科の教科書の 発行時期 を「戦後
教科書時期 区分J によって次の6期 に分けた。 数
字は各期 の最初の 年 (西暦1 9XX年)。

I 期 : 小 46年~ 中 46年~
H期 : 小5 3年~ 中 53年~
E期 : 小6 1年~ 中 6 2年~
lV期 : 小71年~ 中 7 2年~
V期 : 小 80年~ 中 8 1 年~
VI期 : 小 9 2年~ 中 9 3年~
それぞれ の 期 に おいて， 最初 の 時期 に発行され

た教科書の 中から， 発行部数が多い順に6点 の教
科書 を選択した。 6点としたのは， 現在の 教科書
発行社数に合 わせ た ためである。 その結果， 小中
学校とも， 東京書籍， 大 阪書籍， 大 日 本図書，
校図書， 教育出版， 啓林館， 二葉の7社が選択さ
れた。 ただし， 二葉は最初の2期だけであり， 教
育出版は皿期以降だけである。

これらの 教科書は， すべて， 著作者グループに
よって書かれているが， それら の代表的な著作者
を， í代表者J， í監修者J， í顧問Jという
が記されている著 作者とすると， 次のとおりであ

な著作者を明記しないことがしばしばあるが， 傾
向の 一 端 を見ることができるので挙げておく。 な
お， ( ) 内は期。

東京書籍 : 小学校 調永 昌 吉 ( 1 � lV) 
三村征雄 ( 1 � lV) 
小平邦彦 (V)
古屋茂 (VVI)
前原昭 二 (VI)
中 島健三 (VI)
杉 山 吉茂 (VI)

中 学校 繭永 昌 吉 ( 1 �胆)
三村征雄 ( 1 '"皿)
小平邦彦 (VVI)
前原昭 二 (VI)
藤田宏 (VI)

大阪書籍 : 小学校 森規矩男 (11) 
前田隆 一 (11VI) 
高橋睦男 (VI)
古賀昇一 (VI)

中 学校 上林繭四郎 ( 1 )
浅野啓三 (11) 
小松醇 郎 (11) 
前悶隆一 (VI)
高橋睦男 (VI)
古賀昇一 (VI)

大 日 本図書 : 小学校 末綱恕ー( 1 )
中 学校 佐藤良一郎 ( 1 宜)

学校 図書 : 小学校 功力金二郎 (面)
田洋一 (ill )

辻正次 (ill )
田清 (illlV)

田 島 一郎 (lV)
川 口廷 (illlV)

中 学校 吉田洋一 ( 1 )
辻正次 ( 1 )

る。 ただし， 教科書によっては， 必ずしも代表的 二葉図書:小学校 鍋島信太郎 ( 1 )
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中学校 丸 山儀四 郎 ( II ) 
教育出版 : 小学校 河 口商次 (ill N)

吉田耕作 (N)
原弘道 (N)
宇喜多義 昌 (V)
茂木勇 ( V VI)
片桐重 男 (VI)

中学校 河 口高次 (N)
吉田耕作 (N)
原 弘道 (N)
宇 喜多義 昌 (V)
茂木勇 (VVI)
片桐重 男 (VI)
津閏利夫 (VI)

啓林館 : 小学校 中 村幸四 郎 ( 1 )
塩野直道 ( II ) 

中学校 塩野直道 ( 1 �ill) 
正田建二郎 ( 1 �N) 
橋本純次 (N)
栗田稔 (N)

これら 3 4名 のう ち3分の2は 著名な数学者であ
る。 ここでは， こ のよう な代表的な著作者 を含め
たすべての 著作者 を対象として分析する。 なお本

稿では， 著作者とは教科書の最後 の貰に 明記され
ている人々だけを指す。

なお， 全著作者の職 種 を， 小/ 中 学校別に， 次
のよう にして1つに特定すること にした。

1 . 大学教員・ 数学教育学者
2. 大学教員・ 数学者
3. 大学教員・ そ の他
4. 国立小/中学校教員 ( 国立小/中から公立

小/中 教員や 大学教員 になった人も含む)
5. 公立小/中学校教員 (公立小/中から私立

小/ 中教員や 研究所教員 になった人も含む)
6. 私立小/ 中 学校教員
7. そ の他 (高校教員， そ の他)

そして， 原則として教科書の 著作者になったとき
の職 種 を優先した。 例えば， 国立小学校教員 のと
きに著作者となり， そ の後， 公立学校長 に異動し
たあとも著作者となっていた人は， 本稿 の分類上
では， 最初の職 種の 国立小学校教員とした。

(1)著作者の全体的な特徴

小学校・ 中 学校の算数科 ・ 数学科の教科書の著
作者を期数別・職 種別にまとめると， 表1のと お
りである。 な お， 期数とは， 6期 のうち何期著作

表1 小学校a中学校の算数科・数学科の教科書の期数別・職種別の著作者数

小 学 校 算 数 科 の著 作 者数 中 学 校数 学科 の著 作 者 数

職 種 1 2 3 4 5 6 i口b、 言十
1 2 3 4 5 6 

言十
期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期

i口L 

1 . 大学 ・数学教育学者 54 21 16 94 28% 52 20 12 90 : 28% 
2. 大学 ・ 数学者 22 19 8 5 2 56 16% 41 20 7 6 4 78 25% 
3. 大学 ・ その他 5 5 1% 。%
4. 国立小 /中学校教員 29 18 8 4 5 64 19% 22 10 5 7 2 46 14% 
5 . 公立小 /中学校教員 58 21 10 91 28% 31 8 4 44 14% 
6. 私立小 /中学校教員 4 4 15 4% 5 2 2 9 3% 
7. その他 5 15 4% 36 5 2 50 ι 16% 

合計 名 178 88 51 13 10 0 340名i 188 66 35 10 16 3 318名j
骨".".--.-・_------・--‘圃包#岨 司a・・--"_".晶圃 圃a・・・---_-司値_.匹 骨仲 --・--_.，・4・ _ .・ 骨骨婚骨骨--------骨骨骨ー・・・・・ー---ー・・・・---ーーーー唾

。ん 52 26 15 4 3 100% 59 21 11 3 5 100�ん
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者となったか を表したも のである。
小学校算数科の 教科書の 著作者は，全員では34 0

名 に上るが， 3期以上は22%であり， 6期 のすべ
てで著作者となっ た人はなく， 5期著作者となっ
た人が 1 0名いる。 一方 ， 1期だけの著作者が 5割
に達している。 な お， これらの 中 の半数， つまり
全体の 4 分のlがV I期だけの 著作者である。 職種
別 に 見ると， 大学・ 数学教育学者28%， 公立小学
校教員28%， 国立小学校教員 1 9%， 大学・ 数学者
1 6%， 私立小学校教員 4 %となっている。 小学校
の 教員が約半数を 占めている。

中 学校数学科の教科書の著作者は，全員では3 1 8
名 に上るが， 3期以上は20%であり， 6期 のすべ
てで著作者となっ た人は3名であり， 5期著作者
となっ た人が 1 6名 いる。 一方 ， 1期だけの著作者
が6割弱であり， これら の 中 の半数， つまり， 全
体の 4 分の1がV I期だけ の 著作者である。 職 種別
に見ると， 大学・数学教育学者2 8%， 大学・数学者
2 5%， 国立小学校教員 1 4払，公立 中 学校教員 1 4%，
私立 中 学校教員3%となっている。 大学教員の割
合が過半数 を占めている。 な お， そ の 他が50名と
多い のは， 大阪書籍の第 I 期では23名 の 著作者に
職 種がなく， しかも1期だけであるからである。

小 中 学校とも3期以 上著作者であった人は約20
%であり， 平成に入って著作者 に世代交替があっ
たと思われる。 職 種別に見ると， 大学関係では中
学校で数学者の割合が高く， 教員 関 係では小学校
では公立が， 中 学校では 国立の教員 の割合が高い。

次に，6期それぞれ の 期 の特徴 をつかむ ため に，
期別 に職撞毎 に著作者をまとめると， 表2 のと お
りである。

小学校算数科の教科書の延べ著作者数は，60 9名
である。 著作者の数は， 最近になればなるほど増
えておりJ期からV I期 にかけて50名， 6 1名 ， 1 00 
名， 1 1 7名，129名， 1 52名となっており， 最近は1社
平均2 5名となっている。 職 種別に 見ると， 大 学・数
学教育学者26%. 公立小学校教員23%， 国立小学
校教員2 1%，大学・数学者1 9%， 私立小学校教員6
%となっている。 最近の 著作者数の増加は，大学・
数学教育学者と公立小学校教員 によっている。

中 学校数学科の教科書の延べ著作者数は 569名
である。 著作者の数は， 最近急に増えており， 1 
期からV I期 にかけて7 1名， 5 7名， 7 3名， 9 6名. 12 1  
名， 1 5 1名となり， 最近は1社平均25名となってい
る。 職 種別に見ると， 大学・数学教育学者28%， 大
学・ 数学者26%， 国立中 学校教員 1 8%， 公立中 学

表2 小学校E中学校の算数科回数学科の教科書の各期毎の職種別の延べ著作者数

小学校算数科の延べ著作者数 中学校数 学科の延べ著作者数

職 種 I H 田 N V VI E m N V VI 
期 期 期 期 期 期

iロL 言十
期 期 期 期 期 期

よ口』 計

1 . 大学 ・ 数学教育学者 4 4 18 31 40 60 157 26% 5 18 26 3 9 6 4  157 28% 
2. 大学 ・ 数学者 10 13 1 9  24 25 23 1 1 4 19% 16 21 21 29 29 32 148 26% 
3. 大学 ・ その他 3 1 1 5 1% 1 l 。%
4. 菌立小学校教員 12 1 9  24 24 26 25 130 21 % 12 15 11 17 23 27 105 18% 
5 . 公立小学校教員 15 24 25 3 1  36 139 23% 4 8 12 17 1 9  66 12% 
6. 私立小学校教員 9 3 5 7 5 34 6% 4 3 4 3 15 3% 
7府 その他 4 7 9 6 2 30 5% 31 16 11 9 9 5 77 14% 

i口'"ロきt 名 50 61 100 117 129  152 60 9名 71 57 73 96 121 15 1 56 9名
ー・・・ー ・ ー ーー喝._-聞骨・..--_-明-----_ ・4峰-_.---鴨司----・・---ーー司旬由 -----喧怯聞 噌開骨司降-_------- _-_-・・--帽圃..--_ーーー・聞圃亭司・・ーー・---圃伺 ，ーー..---帽ー---開園・ー・4・ ー・ ー---_-ー 『 唱 - - - 曲 ・幽

% 8 10 16 19 21 25 100% 12 10 44 1 9  21 25 100% 
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校教員1 2%， 私立中学校教員3%となっている。
小中学校とも， 著作者数が増加しているが， そ

れは， 大学 ・数学教育学者の増加 によるところが
大きい。 これは， 教員養 成大学の専門性が確立さ
れつつあることの証左であろう 。 なお， 小学校で、
は公立小教員， 中学校では公立中教員， 国立中教
員も増えているが， いずれもで， 私立小中学校だ
けは増えていない。

(2) 著作者の分布状況

小学校・ 中学校 の算数科 ・数学科の教科書の著
作者の地域別の分布状況 を見るため に， 大学・ 数
学教育学， 大学・ 数学， 国立大附属小/中学校，
私立小/中学校については， そ の学校名別に， 公
立小/中学校については， 都道府県5}IJに教師数を
まとめた。 学校数・都道府県数， および， 全体の
著作者数の1%以上すなわち小中学校とも 4名以
上の 学校名， 都道府県名 をあげると， 次のと おり
である。 なお， 学校名 は 現在 に統一しである。
[ ] 内は 学校数・都道府県数 の合計， ( ) 内
は著作者数。

小学校の算数科教科書の著作者の分布状況は，
次のとおりである。

大学・数学教育学者[45大学〕 東学大( 9) ， 広大
( 8) ， 横国大(4) ， 香大( 4) ， 福教大(4)

大学 ・数学者[32大学〕 東大(8) ， 京大(5) ， 神
戸大( 4)

国立大附属小学校[ 1 1校]東 学 大( 2 3 ) ， 筑大
( 10) ， 広大(9) ， 大教大( 5) ， 奈女大( 5) ， 
お茶大(4)

私立小学校[6校〕成城学園初等学校( 5) ，学習
院初等科( 4)

公立小学校[ 1 4都道府県]東 京( 6 1 ) ， 神 奈川|
( 6) ， 大阪( 6) ， 北海道(4)

中学校の 数学科 の 教科 書 の 著作者の分布状況
は， 次のと おりである。
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大学・数学教育学者[ 40大学〕広大( 6) ， 東学大
(5) ， 香大(4) ， 福教大(4)

大学・数学者[38大学] 東大(7) ， 筑大(6) ， 阪
大(5) ， 大阪市立大(5) ， 京大(4) ，東理大(4)

国立大附属中学校[9校]筑大( 1 7 ) ， 東 学 大
( 1 1) ， 大教大(4) ， 広大(4)

私立中学校[7校] ( 4名以上なし)
公立中学校[7都道府県] 東京(3 2) ， 北海道(4)
小中学校の 著作者の分布は， 同じ傾向 にあり，

大学・ 数学教育学者は， 教員養成大学の数学教育
学者であり， しかも， 全 国 に散らばっており， 大
学・ 数学者は， 国立大学 (旧帝国大学) 理学部の
数学者が多く， やはり， 全 国的に散らばっている
が， しかし， 教諭は， 国公私立とも， 東京地 区が
圧倒的 に多い。 ただし， 国立大附属小中学校ではy
広島， 大阪， 奈 良も多い。

(3)著作者と学習指導要領

教科書の改訂は， 学習指導要領 の改訂に合わせ
て行われる。 そこで， 教科書の著作者と 学習指導
要領関 係委員(教材等調査 研究会小/中学校算数・
数学小委員会委員， 小/中学校指導書算数編 ・ 数
学編作成協力者など。 ただし， 文部省本庁関係者
は除く) の 関 係 を見ること にする。 ただし， 教科
書については， 1 期からVI期としたが， それ に合
わせると， 学習指導要領 関 係委員名が公になって
いる のは， Il期からVI期までであるので， それら
の期間で比較対照する。

小学校の算数科教科書の著作者 3 40名中， 学習
指導要領関係委員となっているのは， 数 学教育学
者 1 7名 ， 教育学者1名， 国立大附属小学校教諭 1 2
名， 公立小学校教諭 1 2名， 私立小学校教諭3名 の
合計4 5名である。

中学校の数学科教科書の 著作者3 1 8名中， 学習指
導要領関 係委員となっているのは， 数学教育学者
1 7名， 数学者 5名， 国立大附属中学校教諭9名，

算 数 の 著 作 者



表3 小学校a中学校の算数科a数学科の学習指導要領関係委員の教科書著作者数

学 習指導要領 小 学 校の委 員 数

関係者 日期 皿期 IV期

全委員数 21名 19名 17名
著作者経験委員数 10名 10名 10名
当期著作者委員数 4名 8名 6名

% 19% 32% 35% 

公立小学校教諭7名， 私立中学校教諭1名， 公立
小学校教諭1名， 高校教諭 4名， の合計4 4名であ
る。

これらの各期毎の学習 指導要領関係委員 につい
て， 全委員数， 著 作者経験委員数 (し、ずれかの時
期 に教科書著作者となった人数 ) ， および， 当期
著作者委員数 (改訂時期 のすぐあと に教科書著作
者となった人数) をまとめると， 表3 のとおりで
ある。

小 中学校とも傾 向は同じで， 学習指導要領関係
委員数は， この 5 期 の間で約半数 に減少している
が， 教科書著作者経験委員数はほとんど変わらず，
相対的 に増加している。 さ ら に， 当期著作者委員
数も増加傾向で， 最近では小学校は50%， 中 学校
では70% に達している。

(4)教科書の主な著作者

1)小学校用

小学校の算数科教科書の 著作者は 3 40名である
が， 3期以 上著作者となった人々74名 をまとめる
と， 資料3-3のとおりである。

これらのうち3期以上著作者となっ た数人 の特
徴 をあげると次のとおりである。 なお， 小学校の
著作者の 中で大学教員 の 多くは， 中学校の著作者
も兼ねており， それらの著作者 については， 教科
書会社名 のあと に「小 中 学校Jと記しである。

①末綱如一

V期

16名
12名
8名

50% 

中 学 校の委 員 数

VI期 H期 E期 IV期 V期 VI期

13名 24名 31名 21名 16名 13名
7名 7名 10名 11名 11名 10名
6名 3名 4名 5名 10名 9名

46% 13% 13% 24% 63% 69% 

1 1 ) 年 に東京大学卒業後， 九州大学講師， 助 教授
を経て， 1 9 2 4 (大正 1 3) 年東京大学助教授， 教授 を
経て， 1 9 5 9  (昭和34 ) 年 に定年退官。 1 9 5 8 (昭和3 3)
年からは統計数理研究所長も併任し， そ の後， 専
任となり， 1 9 70 (昭和45 ) 年現職で死去。 数学者と
して， 哲学・歴史的立場から数学教育に示唆 を 行
った。

{ 主な 著作]数学と数学史 (弘文堂， 1 9 4 4) [参
考} 日 本の数学1 00年史・ 下 (岩波， 1 9 8 4 ) 

②中村幸四郎
(数学者:啓林館 小 中 学校 I 期� N期， 大

阪書籍 中 学校 I 期)
1 90 1  (明治 3 4) 年に東京府で生まれ， 1 9 2 6  (大正

1 5) 年に東京大学卒業，そ の後，東京高等師範学校，
東京文 理科大学，武蔵高等学校等 を経て， 1 9 4 9 (昭
和2 4) 年に大 阪大学 に勤務し， そ の後， 関西学 院
大学， 兵庫医科大学の設立 にも尽力した。 数学者
として著名で， 特に， 数学史 の 日 本の第一人者で
あり， ユークリッドの『原論』 の 日 本語への翻訳
を行っ た。 ま た， 数学教育 に おいても， 教科書の
編集に携わっ ただけではなく， 兵蔵県数学教育会
長 を長年にわたって務めるなど活躍した。
{ 主な著作]ユ ークリッド原論 (共訳・共立 出版，

1 9 7 1 ) ， ギリシア数学の始源 ( 玉) 1 1 大 学， 1 9 7 8 ) ，  
ユ ークリッド (玉川 大学， 1 9 7 8 ) [参考] r:l 本数
学教育学会 (以下， 日 数教と省略) 会誌第6 9巻1号

(数学者:小学校 大 日 本図 書 1 期� m期) ③繭永 昌 吉
1 8 9 8 ( 明治3 1 ) 年 に大分県で生まれ， 1 9 2 2  (大正 (数学者: 小 中学校 東京書籍 1 期 � N期 )
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1 9 0 6  ( 明治3 9 ) 年 に東京府で生まれ， 1 9 2 9  (昭和
4 ) 年に東京大学卒業後， 東京大学大学院， ドイ
ツ ・ フランス留学後， 1 9 3 5  (昭和 1 0) 年東京大学
助教授， 教授 を経て， 1 9 67 (昭和4 2) 年 に定年退
官。 そ の後， 1 0年間学習院大学教授 を勤めた。 戦
前から， 数学者として高名なだけでなく， 数学教
育にも 関心 を持ち続けており， 国際数学教育委員
会 (ICMI) の会長も務めた。 1 9 4 3 (昭和 1 8) 年の1
種検定教科書『数学 第 一類 ・ 第二類J の 発行に
際しての塩野直道と の往復書簡 (岩波『科学J第
1 3巻第9号) や戦後 の単元学習へ の「てんぷら単
元J批判など， 数学の系統性の立場から数学教育
への発言が有名であるo

i 主な編著作]純粋数学の世界 (弘文堂， 1 9 4 2) ， 
現代数学の基礎概念 (弘文堂， 1 9 4 4) ， 数学教育
( U教科 内 容J目黒書盾， 1 9 50 ) ， 算数科 ( U岩波
講座教育第6巻』岩波書庄， 1 9 5 3 )  [参考] 日 本
の数学1 00年史・ 下 (岩波， 1 9 8 4 ) ， 数学教育の回
顧と展望 ( 国立教育研究所， 1 9 8 9 )  

④松原元一
(数学教育学者:東京書籍 小 中 学校I期-v期)
1 9 0 9  ( 明治4 2 )年 に石川 県で生まれ， 1 9 3 3  (昭和

8) 年東京師範学校卒業後， 岡 崎師範学校教諭を
経て， 東京文理科大学に入 学し， 1 9 4 1  (昭和 1 6 )
年に東京文理科大学卒業， そ の後， 石神井 中 学校

(現， 高等学校) 教諭， 東京第三師範学校教授 を
経て， 1 9 4 9 (昭和 2 4) 年に東京学芸大学助教授， 教
授となり， 1 97 2 (昭和 47 ) 年停年退官。 1 97 4 (昭和
4 9) 年より白鴎女子短期大学教授となり 1 979 (昭和
5 4) 年に退職。 子ども の視点からの算数・数学教育
を強調し， 小 中学校の教科書編集に携 わっただけ
ではなく， 数学教育関係 の 著作者・論文は多数に
上っている。 数学教育史 の研究でも有名である。
[ 主な編著作]思考の様相 (近代新， 1 9 6 8 ) ， I新

しい算数の研究 (上・下) J (近代新書， 1 97 1 ) ， 数
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学的見方 ・考え方 (国土社， 1 977) ， 考えさせる授
業 (東京書籍， 1 9 87) ， 日 本数学教育史 1 �N (風間
書房， 1 9 8 2� 1 9 87) 

@古賀昇一
(数学教育学者 : 大阪書籍 小 中学校 田期-VI期)
1 9 1 1  (明治4 4) 年に京城で生まれ， 広 島文理科大

学卒業。 その後， 広 島高等師範学校助教諭， 教諭，
広 島文理科大学助手， 広島女子師範高等学校教授
等 を経て， 1 9 67 (昭和4 1 ) 年広島大学教授となり，
昭和50 ( 1 975 ) 年停年退官。 そ の後， 1 9 8 9 (平成元)
年まで福山大学教授を勤め， 1 9 9 3 (平成 5 ) 年死去。
日 本数学教育学会副会長， 中 国数学教育会長を務

め， 数学教育学で多くの業績を残したが， 特に，
比較教育学的方法 によるフランスの数学教育の研
究は有名であり， そ の他， 数学教育 関 係の 著作者・
論文は多数に 上る。

[ 主な著作1フランス の算数教育 ( U数学教育学
論究�， 1 9 6 2 ) ， 算数 ・ 数学教育に おけるエンリッ
チメント教材 の開発 ( 明治 図書， 1 97 1 ) [参考1
日 数教会誌第76巻3号

⑥加藤 国雄
(数学教育学者 : 学校図書 小 中 学校 盟 期-VI期)
1 9 1 4  (大正3) 年に東京府で生まれ， 1 9 3 9  (昭和

1 4 ) 年東京文理科大学卒業後， 海軍兵学校教授，
山梨師範学校教授を経て， 1 9 4 9  (昭和 24 ) 年から山
梨大学 に勤務， 現在は， 山梨大学名 誉教授。
[ 主な著作]数学の言語的性格 ( U 日 本数学教育

学会誌�， 1 9 5 4 )  

⑦ 宇喜多義昌
(数学者 : 教育 出版 小 中 学校 E期�VI期)

1 9 1 8  (大正7) 年に生まれ， 東京物理学校 を経で，
1 9 4 2 (昭和 17) 年に北海道帝 国 大学卒業， そ の後，
北海道立女子医学専門学校講師， 北海道第一師範
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学校教授， 1 9 4 9 (昭和24 ) 年北梅道学芸大学助教授，
教授 を経て， 1 9 6 4 (昭和 3 9 ) 年 に 東京理科大学教授
となり， 1 9 8 4 (昭和 5 9 ) 年定年退職， そ の後， 明星
大学教授となり現在に至る。
{ 主な著作]実験計画 法 (森北出版， 1 9 7 5 ) ， 多変

量解析一標本分布とそ の応用一 (明星大学 出版部，
1 9 8 8 )  

Z)中学校用

中 学校の数学科教科書の著作者は 3 40名である
が， 3期以上著作者となった人々64名 をまとめる
と， 資料3- 4 のとおりである。

これらのう ち 4期以上 著作者となっ た数人 の特
f教 をあげると次のとおりである。

①佐藤良一郎
(数学教育学者 : 中 学校 大 日 本 I 期 �V期)

1 8 9 1  ( 明治2 4) 年 に和歌 山県で生まれ， 1 9 1 6  (大
正 5) 年に東京高等師範学校卒業， そ の後， 鹿児
島県師範学校教論， 東京高等師範学校助教諭 を経
て， 1 9 2 9 (昭和 4) 年に東京高等 師範学校教授とな
る。 そ の後， 東京教育大学教授， 千 葉大学教授を
経て， 千 葉大学を 1 9 5 7 (昭和32 ) 年に定年退官。 さ
ら に， 臼 本大学教授， 明星大学教授を歴任， 1 9 8 4  
(昭和 5 9 ) 年 に 明星大学を退職。 数学教育者として
も 著名であったが， 統計学者としても 著名であっ
た。 数学教育については， 戦前から多数の著書・
論文 を著している。 戦前は， 小倉金之助らととも
に数学教育改良運動で重 要な役割 を果 たし『初等
数学教育の根本的考察� (目黒書居， 1 9 2 4)など を
著し， 1 93 1 (昭和6) 年の 中 学校数学科教授要目作
成の 中心的な役割 を果 たし， ま た， 自ら， 中 学校
用等の数学科教科書を著した。 戦後も， 数学教育
の研究・実践 の 中心的な役割 を果 たし続け， 1 9 5 8  

歳で死去。
[ 主な著作関 係]数学教育の 発展 (大 日 本図書，

1 9 6 3) ， 佐藤良一郎先生白寿記念論文選集 (佐藤良
一郎先生白寿記念論文選集刊行委員会， 1 9 8 9 )  

[参考] 日 数教会誌第 7 4巻 7号

②正田健次郎
(数学者 : 中 学校 啓林館 I 期�N期)

1 90 2  (明治 3 5) 年に群馬県で生まれ， 1 9 2 5  (大正
1 4 ) 年 に東京帝国大学卒業， ドイ ツ留学を経て，
1 9 3 3  ( 昭和 8) 年大阪帝 国 大学教授となり， 1 9 5 4  
(昭和2 9 )年に 大阪大学総長となり 1 9 6 0 (昭和 35 ) 年
まで勤めた。 そ の後， 東京女子大学教授， 大阪大
学学部長， 武蔵大学長等を歴任。 1 9 6 6 (昭和44 ) 年
文化勲章 を受賞。 1 9 7 7 (昭和5 2) 年に死去。 数学者
ではあるが， 数学教育にも理解 をもっていた。

[ 主な著作]抽象代数学 (岩波書庖， 1 9 3 2) ， 代数
学 (共著:岩波書庄， 1 9 5 2 ) ， 数学への道 (啓林館，
1 9 6 2) [参考} 日 本の数学100年史 ・ 下 (岩波，
1 9 8 4) 

③田 中 良運
(数学教育者: 中 学校 啓林舘 I 期 �V期)

1 90 4  (明治3 7) 年に 岐阜県で生まれ， 東京高等師
範学校 を卒業後， 東京師範学校附 属 中 学校教諭と
なる。 1 9 4 0 ( 昭和 1 5 ) 年からの数学教育再構成運
動， 1 9 4 2 (昭和 1 7 ) 年 の 中 学校数学教授要目改正，
1 9 4 3 (昭和 1 8 ) 年からの1種検定教科書『数学 第
一類 ・ 第二類Jの編集で活躍した。 戦後は岐阜高
等学校教諭等 を勤めた後， 啓林館で教科書編集 に
携わっ た。 1 9 89年に死去。

{ 主な 著作]文字と式 (啓林館 ) ， 関 数と グラフ
(啓林館)

(昭和 3 3 ) 年から 1 9 6 5 (昭和40 ) 年 にかけては， 日 本 ④田島 一郎
数学教育会会長 を務めた。 1 9 9 2 (平成 4) 年に 1 0 0 (数学者 : 中学校 学校図 書 E 期 � V期 )
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1 9 1 2 (大正元) 年 に 富 山 県で生まれ， 1 9 3 8  (昭和
1 3 ) 年に東京帝 国 大学大学院を修了し， 考え方 研
究 杜講 師， 雑誌『 高数研究J編集部員， 藤原工業
大学予科教員 を経て， 1 9 4 4 (昭和 1 9 ) 年慶応義塾大
学予科教員となり， 1 9 5 5  (昭和30) 年に慶応義塾大
学教授となり， 1 9 80 (昭和5 5 )年からは洗足 学園魚
津短期大学学長 を務め， か た わら 1 9 8 3 (昭和58) 年
からは 日 本数学教官学会会長を務めていたが， そ
れらの任期 中 の 1 9 8 5 (昭和60 ) 年 に死去。 数学者で
はあるが， 数学教育に堪能で，特 に， 数学教育現代
化 に おいては『数学教育現代化 の指導シリーズ』

( 日 本数学教育学会) の執筆・ 出版 に場わった。
また， 数々 の 教科 書や参考書 を 著し， 大学受験の
ラジオ講鹿でも活躍した。

{ 主な著作関 係}田島一郎 (田 島先生「想い 出の
記J編集委員会， 1 9 9 2 )  [参考1 日 数教会誌第67
巻 5号

⑤ 小) 1 1庄太郎
(数学教育学者: 中 学校 大阪書籍 I 期-V I期 )

1 9 20 (大正9 ) 年 に奈 良 市で生まれ， 1 9 4 2  (昭和
17) 年に東京文理科大学卒業， そ の後， 軍務 を経
て， 奈良師範学校助教授， 教授， 奈良学芸大学助
教授， そして， 1 9 6 2 (昭和37 )年奈良学芸大学教授
となった。 1 9 8 5 (昭和60 ) 年に停年退官となり， そ
の後， 近畿大学教授も勤めた。 1 9 9 3 (平成 5) 年に
死去。

{ 主な著作]数学教育現代化 の課題 ( U奈良教育
大学紀要�， 1 97 0， 1 97 2， 1 97 3 ) ，  算数教育の理
論と実際 (共著 :聖文社， 1 9 8 0 ) [参考1 13数教
会誌第76巻3号

⑥阿部浩一
(数学教育学者: 中 学校 大阪書籍 E期-V I期 )

1 9 2 2 (大正 1 1 ) 年 に大阪市で生まれ， 1 9 4 4  (昭和
1 9  ) 年に鹿島文理科大学卒業， 大阪第 二師範学校
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を経て， 1 9 5 0  (昭和25 ) 年より大阪学芸大学講師，
助教授， 教授， 1 9 67 (昭和42 ) 年に大阪教育大学教
授となり， 1 9 87 (昭和6 2 )年 に定年退官。 数学教育
現代化， 発見学習， 幾何教育などで数学教育に貢
献した。 1 9 9 3 (平成5) 年 に死去。

{ 主な 著作] 阿部浩一教授数学教育著作集 (大阪
教育大学阿部治一教授退官記念会， 1 9 87 ) [参考]
日 数教会誌第76巻9

⑦ 小高俊夫
(数学教育者 : 中 学校 大 日 本 I 期 �VI期)

1 9 2 5  (大正 1 4) 年に千 葉県で生まれ， 1 9 47 (昭和
22 ) 年 に東京 高等師範学校卒業， そ の後， 豊 玉 中
学校 (現， 豊 玉高等学校) を経て， 1 9 4 8 (昭和23)
年東京高等師範学校附属 中 学校・ 高等学校教諭，
東京教育大学附属 中 学校 ・ 高等学校教諭， そ の後，
1 97 0  (昭和45 ) 年都留文科大学助教授， 教授， 昭和
51 ( 1 97 6 ) 年静 岡大学助教授， 教授， 1 9 8 9 (平成元)
年定年退官。 そ の後 明星大学教授。
{ 主な編著作]算数・ 数学カリキュラムと授業の

追究 ( 富士教育出版社， 1 9 8 9 )  
(長崎柴三)

く参考文献〉
1 ) 海後宗臣 (編纂) U 日 本教科書大系 近代編

第十 四巻 算数 (五) �講談社， 1 9 6 4年9月，
pp. 8- 2 0 5. 

2) 中 村紀久 二編 (復刻) U文部省 調査 済教科書
表』芳文閣， 1 9 8 5年1月， 2 3 8p. 

3 ) 小倉金之助『数学教育史』岩波書届， 1 9 3 2年
6月， pp. 3 1 5- 3 1 9. 

4 ) 中 村紀久 二『文部省 検定済教科用 図書表
解題J芳文閣， 1 9 8 6年1月， p. 1 8. 

5) 中 村紀久 二編 (複刻) U文部省 検定済教科
用 図書表』芳文閣， 一~七， 1 9 8 5年 1 2月.

6) 5 ) に同じ。
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7) 職歴は， I 日 本の数学100年史J編集委員
会編『 日 本の数学100年史 上J岩波書届，
1 9 8 3年 1 0月， 3 3  7p. 及び， 松原元一『 日 本数学
教育史』風間書房， III， 1 9 8 5年 1 2月， 5 6  2p. に
よった。

8) 長崎栄 三「数学第 一類・第二類の検定教科書の
編纂と そ の思想 戦時下の 中 学校数学教育-J
『 国立教育研究所研究集録� No. 2 1， 国 立教育
研究所， 1 9 9 0年9月， pp. 43- 5 6. 

9 ) 梶山雅史『近代 日 本教科書史研究Jメネルヴ
ァ書房， 1 9 9 8年2月， p. 3 17. 

1 0 ) 高木左加枝『伝統と調和 に基づく算数 (算術)
教育の史的研究J近代新書， 1 973年1月， p. 5 0. 

1 1 ) 森規矩男f自 民学校発足のごろ の教科書J �数
学教育の発展』 大 日 本 図書， 1 9 6 3年 4月，p. 2 8 4. 

1 2) 長崎栄 三 「数学第一類・第 二類の検定教科書
と教科書固定化一戦時下の 中 学校数学教育一」
『 国立教育研究所研究集録� No. 26， 国 立教育
研究所， 1 9 9 3年3月， pp. 53- 6 6. 

1 3 ) 佐藤良 一郎が訂正し た原本が国立教育研究所
図書館 にあり， 宮崎勝弐が訂正した原本を筆者
が所蔵している。

1 4) 各年度 の文部省『教科書目録』による。
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1. 戦前の数学科検定教科書の中学校・高等女学校・実業学校用の内容別・検定認可点数

商 7G
暦i号

年!年
1887明20

88:治21
89: 22 
90: 23 
91: 24 
92: 25 
93: 26 
94: 27 
95: 28 
96， 29 
97: 30 
98: 31 
99: 32 

1900: 33 
1: 34 
2: 35 
3: 36 
4， 37 
5: 38 
6: 39 
7: 40 
8: 41 
9， 42 

10: 43 
H 44 
12:45大
13: 2 
14: 
15: 4 
16: 5 
17: 6 
18: 
19: 8 
20， 9 
21: 10 
22: 11 
23: 12 
24: 13 
25: 14 
26:15昭l
27: 2 
28: 3 

4 
30: 5 
31: 6 
32: 7 
33， 8 
34: 9 
35: 10 
36: 11 
37: 12 
38: 13 
39: 14 
40: 15 
H 16 
42: 17 
43: 18 
44: 19 

点数総計
冊数総計

算術 代
数

11 1 

11 1 
3 

11 
121 1 

6 

31 3 
61 3 
31 3 
31 3 
? 

31 1 

31 3 

111 7 

11 3 
11 1 
41 6 

21 1 

5 
11 1 

121 7 
91 6 
6 
61 9 
51 3 
61 6 

11 1 

11 3 

185 176 
251 30 

中 学 校

何
幾 平面 体

立 平 数
品子江

算
代

幾 表 他合
角 言十

10 
7 

6 
8 
3 

3 9 19 
11 1 10 

q 24算

� � 
11 1 30休

3 221 1 
? 12 
9 111 3 

41 2 191 2 
121 5 

2J 3 191 3 
31 4 11 4 211 2 

171 2 
5 161 1 

11 2 81 2 
71 2 

31 1 11 1 141 7 
71 5 6 401 14 
71 4 261 4 
11 3 101 3 

121 6 
151 3 

� � 
81 2 

4 171 6 
31 2 111 2 

61 2 
121 3 

11 1 131 6 
11 1 151 4 

61 6 
31 2 11 1 261 12 
41 6 4 311 4 
71 4 241 6 

251 9 
6 191 2 

5 251 7 
日 3 11 9 1� 3 391 3 
21 7 11 1 6 291 5 

11 1 171 5 
4 261 3 

61 3 11 2 281 3 
3 4 161 6 

ζ U 11 1 5 25 
L 81 5 

141 3 
。

。
3 
。

561121 811 36 621 37 ， 6 291 7 855 164 
751126 811 36 621 9 11 6 1214 295 

凡例・算術 算術教科書、 数学教科書算術之部、 など 検認定可
代数:代数教科書、 代数学教科書、 数学教科書代数之部、 など 点数
幾何.幾何教科書、 幾何学教科書、 数学教科書幾何之部、 など
平面:平面幾何教科書、 幾何学教科書平箇之部、 など立体. 立体幾何教科書、 幾何学教科書 立体之部、 など l( 
三角:三角法教科書、 数学教科書三角法之部、 など
王手三:平面三角法教科書、 数学教科書平面三角法之部、 など

数学:数学教科書、 新数学教科書、 統合数学教科書、 など 6 

算代.算術代数教科書、 数学教科書算術代数之部、 など
幾三:幾何三角法教科書、 数学教科書幾何三角法、 など
表 :普通対数表、 数表、 など r 

両等女 学 校 その他 l( 
数代 何

幾 平面 体
立

学数算 表 他 必口h 中学校:数理学(明23) 2' 
代 言 数学三千題(明25) 3( 

2 普通算数学(明日)
。 代数三角法(昭9)
3 高女校:代数及幾何(大3)

21 2 6 代数幾何(昭9) 2; 
6 11 

4 1 2 9 21 
3 

4 6 
21 3 6 2: 
1 1 2 5 
11 1 4 
21 2 11 2; 
51 4 23 6， 
11 1 7 
11 2 2 11 9 
21 3 11 

5 2( 
l( 

6 
11 1 4 

3 
11 2 6 11 
61 4 17 3( 
31 2 9 
21 3 11 
51 4 11 1 23 4 � 
91 6 19 5( 
41 2 12 3t 
41 6 19 4' 
21 4 2 11 3( 
51 3 16 実 業 学 校 41 
41 5 12 術算 代

数 何
幾 平

面
立

体
平 数学

算幾 表 l口" 51 
21 4 12 角 代 三 言十 41 
71 5 11 1 191 20 221 16 71 4 21 2 11 7 821 111 
21 2 11 1 11 10 51 6 41 2 31 2 11 3 261 6: 
31 6 21 1 151 5 31 4 2 151 51 
51 2 131 7 51 2 151 4 L 
21 6 131 2 31 10 9 241 6: 
11 2 81 4 21 3 111 2 í 
51 4 11 2 151 3 61 3 11 1 151 4L 

21 1 3 。 ， 

2 11 1 3 
。 。

11 2 
。

961104 21 2 131 14 11 2 398 461 48 421 9 71 6 41 5 221 3 11193 144t 
111 104 21 2 231 28 11 2 568 461 56 441 9 71 6 41 13 431 3 11232 2014 
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2. 戦前の数学科検定教科書の著作者と学校種別検定認可点数

著者 著 者 名 主 な 職 歴 検定認可点数 検定認可年
番号 中 学 両女実業総計
00 1 秋 山武太郎 武蔵高 等 学校教授 2 2 大正0 8
0 0 2  浅越金次郎 攻玉社 中 学校 明治 2 1
0 0 3  野敬三部 海軍大 学教授 2 2 明治3 0 明治3 1
0 0 4  阿部八代太郎 東京高 等 師範学校教授 1 3  1 1  1 4  3 8  大正0 5一 昭 和 1 4
00 5 飯 島 正之助 第 一 高 等 学校教授 明治 3 5
0 0 6  飯 島 正之助・天野一之丞 4 4 明治 3 2 明 治 4 1
0 07 飯 島 正之助・コ上義 夫 (二上) 学士 院嘱託 2 2 明治 4 1
0 0 8  生駒高治 東京高 等 師範学校 2 3 明治 37 大 正0 2
0 0 9  石野又 吉・村上武次郎 2 2 大正0 3 大 正0 4
0 1 0  井田継 衛 明治 2 9
0 1 1  伊藤豊十 1 2  1 2  明治 3 8一大正05
0 1 2  稲垣作太郎 東京市立第コ 高 等女 学校 5 明治 4 3一 昭 和 0 2
0 1 3  稲垣作太 郎・堀 内)1領之助 2 2 4 昭和 1 1 昭 和 1 2
0 1 4  今村明恒 陸軍幼年 学校 明治36
0 1 5  岩付寅之助 広 島文理科大学 6 5 1 1  昭和0 5一昭 和 1 2
0 1 6  上野清 数理書院 1 4  1 4  明治 2 2 明 治 3 4
0 17 上野清・上野繁 大正0 5
0 1 8  上野清・奥平浪太郎 明治 2 9
0 1 9  上 野清・平 井善太郎 明治 2 9
0 2 0  上 野繁 陸軍砲学校教授 昭和07
0 2 1 宇) 1 1久衛 明治37
0 2 2  遠藤利 貞 東京府 中 学校 2 2 明治 2 2 明治2 3
0 2 3  遠藤又蔵 1 2 1 2  明治 3 3一大正07
0 2 4  遠藤政之助・星野富太郎 (遠藤)電信学校教官 明治 4 2
0 2 5  大 阿久登 市 昭和 1 1
0 2 6  大 阪工業数学研究会 一一一一一一 3 3 昭和 1 4一 昭 和 1 6
0 27 大 阪数学研究会 一一一一一一 2 2 昭和02
0 2 8  大 島孝造 明治25
0 2 9  大項賀荊・近藤耕蔵 5 5 大正07 大 正 1 1
0 3 0  大森俊次 東京大 学予備門 2 2 明治 27一 明 治 2 8
0 3 1 大森俊次・谷田部梅吉 3 3 明治 2 1一明治 2 2
0 3 2 開田 良知 東北帝 国 大学教授 5 5 昭和07一 昭 和 1 4
0 3 3  岡田 良知・森本清吾 昭和0 9
0 3 4  岡 村 良馬 大正04
0 3 5  越知治成 昭和09
0 3 6  小野新太郎 奈良女子 高等師範学校 2 昭和03一昭 和 0 4
0 31 柿原久保 2 2 明治36 明治3 9
0 3 8  掛 谷宗一 東京文理科大学教授 1 4  8 8 3 0  大正 1 1 昭 和 1 3
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03 9 梶 島 二 郎 東京工業 大学教授 4 1 1  大 正 1 2一 昭和08
0 4 0  春 日 今朝蔵 大正03
0 4 1  金 沢卯一・藤野了祐 (金沢) 東京物 理学校 昭和 1 0
0 4 2  樺 正童 東京実践 女学校 23 3 2  明1台30 大 正 1 0
0 43 刈屋他人 次郎 数学専修学校 2 大正0 7
0 4 4  刈屋他人 次郎 ・ 野原休ー 2 2 明1台36 明治3 7
0 4 5  川合五コ 郎 3 大正02一大正04
0 4 6  河 口 商 次 北海道大 学 6 3 昭和08 昭 和 13
0 4 7  菊地 大麓 東京帝 国 大学教授 6 1 明治33一大正05
0 4 8  菊地大麓・津田 4 4 明治 26一 明治3 8
0 4 9  共 同出版社編輯局 大 正 10
0 5 0  閤枝元治 東京文理科大 教授 2 5  3 3 7  明治37一 昭 和 1 2
0 5 1  園枝元治 ・後 藤静香 5 明治45一大正06
0 5 2  閣枝元治 ・ 中 沢伊輿 吉 昭和09一 昭 和 1 6
0 53 熊揮鏡之助・小林堅好 明治33
0 5 4  隈本有尚 長崎高等商業学校長 明治32
0 5 5  倉敷福太 郎 学習 院 5 6 大正02 昭 和 0 8
0 5 6  黒田稔 (大正1 2 � 伊達 木) 東京 等 師範学校教授 6 7 大正05一 大正 1 2
0 5 7  黒田稔・北川久五郎 2 2 4 大正0 7 大 正 1 4
0 5 8  工業教育振興会 6 6 昭和0 9一 昭 和 1 4
0 5 9  小林堅好 明治36
06 0  小林盈・稲垣作太郎 (小林) 東京市立第コ 女 28 2 9  明治3 7一 昭 和 1 0
0 6 1 近藤耕蔵 10  1 0  明治42一大正 1 5
0 6 2  近藤耕蔵 ・ 大須賀荊 5 5 大 正 13 昭 和 03
063 近藤鷲 山 口 高 等商業 学校教授 2 5 大 正 1 4 昭 和 1 1
0 6 4  坂井英 太 郎 東京帝 大学教授 6 明治39 大 正 0 5
0 6 5  酒井左保 3 明治29 明治3 4
0 6 6  坂田忠次郎 2 2 明治3 1一明治3 4
0 6 7  坂田忠次郎・芦野敬三郎 2 2 明治30一 明治33
0 6 8  佐久間文 太郎 5 5 明治28一 明治32
0 6 9  棲井ミキ 3 昭和05
0 7 0  佐藤 良 一 郎 東京 高 等 師範学校教授 5 4 1 0  昭 和 0 7 昭 和 1 6
0 7 1 佐之井原甫 4 4 明治2 9 明治43
0 7 2  津田 東京高 等商業学校教授 13 5 1 8  明治3 1一大 正03
0 73 三省堂編輯所 2 2 4 昭 和 1 4
0 7 4  静 岡 県経済統制課 昭和 1 4
0 7 5  寅 吉益美 2 2 明治3 2
0 7 6  賀 吉益美・鈴木長利 明治3 1
0 7 7  柴田寛 第 二 等 学校教授 5 5 昭和07一 昭 和0 9
0 7 8  白井イ専コ 郎 東京物 理学校教授 2 2 明治3 5 明治3 7
0 7 9  神保長致 明治 2 1
0 8 0  数学教育刷新会 5 昭和06 昭 和 0 7
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0 8 1  数 学教授研究会 2 2 明治 3 8
0 8 2  数学教授 同志会 4 3 大 正 1 4一大 正 1 5
0 8 3  数 学教授法研究会 3 3 昭 和 0 9一昭 和 1 0
0 8 4  数 学研究会 2 2 明治4 2 大 正0 8
0 8 5  数理社 明治 23
0 8 6  末綱恕 ー 東京帝 国 大学教授 5 6 昭 和 1 2 昭 和 1 3
0 8 7  杉浦徳次郎 東京商科大学 4 昭 和 0 9
0 8 8  杉村欣 次 郎 東京文理科大学教授 昭 和 1 0
0 8 9  鈴 木 長利 攻玉社 中 学校 2 2 明治 2 1 明 治 3 7
0 9 0  鈴 木長利・飯田輿コ 明治 40
0 9 1 鈴 木元美 女子学 習 院 大正02
0 9 2  角達介 広 島 高 等 師範学校教授 1 3  大 正 1 4 昭 和 1 0
0 9 3  精華房編輯部 2 2 昭 和 1 2
0 9 4  関 口 学習 院 教授 4 5 3 1 2  大 正 1 5 昭 和 0 9
0 9 5  関 口 官三・古賀 箪治 (古賀) 学習 院教授 3 3 昭和0 6 昭 和 1 0
0 9 6  積善館編輯所 昭和05
0 9 7  関 本幸太郎 2 明治3 6一 明治 3 9
0 9 8  千 本福 隆 東京 等 師範学校教授 7 7 大正0 2 大 正 0 8
0 9 9  曽田梅太郎 広 島 高 等 師範学校 2 昭 和 0 8
1 0 0  閤正造 京都帝 大学教授 2 8  1 3  9 5 0  大 正 1 0 昭和 1 4
1 0 1 大 日 本 図 書株式会社 2 2 大正0 8
1 0 2  高木貞治 東京帝 国大学教授 3 1  1 2  3 4 6  明治 3 8一 昭 和 1 4
1 0 3  高須鶴コ 郎 東北帝 大学教授 2 4 昭 和 0 5 昭 和 0 8
1 0 4  高橋幾造 大正02
1 0 5  高橋畳夫 広 島 高 等 師範学校教授 1 5  1 5  明治 3 2 大 正 0 2
1 0 6  高橋豊 夫・坂悶忠次郎 明治 3 5
1 0 7  田 口 貞 次・江 口 武夫 2 2 昭和0 8
1 0 8  竹 内 端コ 東京帝 国 大学教授 4 8  1 8  2 2  8 8  大正0 7 昭 和 1 4
1 0 9  竹 中 暁 8 8 昭 和 0 5 昭 和 1 0
1 1 0  竹貫登代 多 攻玉社 中 学校 2 2 明治2 7
1 1 1  田 中矢徳 攻玉社 中 学校 1 4  1 4  明治 20一 明治 2 7
1 1  f 玉置哲二・飯牟礼賛義・太田柴コ 明治 4 5
1 1 3  中 等学校教科 書株式会社 2 2 7 昭 和 1 8 昭 和 1 9
1 1 4  中 等 教科研究会 大 正 0 1
1 1 5  環本文治 2 2 昭和0 8
1 1 6  津 山ニ 郎 広 島 高 等 師範学校教授 8 5 2 1  昭和0 3一 昭和 1 1
1 1 7  津 山 三郎・玉置哲 二 4 4 大 正 1 5一 昭 和 0 4
1 1 8  帝 国書院編輯部 2 1 0  8 2 0  大 正 1 2 昭 和 1 2
1 1 9  帝 国通信講習 会 明治 3 2
1 2 0  寺尾書 東京帝 国 大学教授 2 2 大正0 5一大 正08
1 2 1  寺尾害・藤 野了祐 2 0  2 9  大正 1 1 昭 和 1 0
1 2 2  寺尾害・吉田好九郎 3 0  3 0  明治36 大 正 1 0
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1 2 3  寺尾捨次郎・有阪幾造 明治33
1 2 4  土居嘉 四 郎 2 2 明 治 3 1一 明治 3 3
1 2 5  東京開 成館編輯所 2 昭和02
1 2 6  東京高等師範学校附 属中学校内数学研究会 7 6 1 3  昭 和 0 2 昭 和 1 2
1 27 東京数 学 院 2 2 明 治 3 1
1 2 8  東京中等教育数学研究会 6 6 大正 1 5一 昭 和 07
1 2 9  東 野十 次郎 明治27
1 3 0  中 川詮 吉 東京帝 国 大学教授 1 8  1 8  4 4 0  大正07 昭 和 1 2
1 3 1 中久木信)1国・小 出書之太 明1台 2 5
1 3 2  長津範之助 専修大 5 0  7 57 明治2 2一大正 1 5
1 3 3  長揮藷之助・藤本 曽登吉 明治32
1 3 4  長津亀之助・宮田耀之助 7 7 明治22 大正02
1 3 5  中 島宗治 松村宗治 : 台北大学 昭和06
1 3 6  中 島宗治・大須賀 ;柄 3 3 昭和0 6
1 37 中 根鷲三郎 大正 1 5
1 3 8  中村精男 東京帝 国 大学 3 7 昭和0 2一昭和0 3
1 3 9  仲 本三ニ・河合五三郎 3 3 大正 1 4一大正 1 5
1 4 0 鍋 島信太郎 東京文理科大学 3 昭 和 1 1一 昭 和 1 6
1 4 1  成田熊太郎 明治37
1 4 2  成 貫清松 名 古屋 高等商業 学校教授 昭和07
1 4 3  西川)1慎之 東京高等 師範学校 3 4 大正0 9一昭和05
1 4 4  日 本大 学 昭 和 1 2
1 4 5  根岸福弼 2 2 明治3 3一明治36
1 4 6  根津千 治 私立高 等予備校 4 2 6 明治4 4 大正 1 2
1 47 根 津千 治 ・ 林茂増 昭和05
1 4 8  農業学校長会 昭和09
1 4 9  野 口保輿 東京 高 等 師範学校 3 明治23 明治29
1 5 0  野瀬田佳稲 明治33
1 5 1  波木井九十 郎 広 島 高 等 師範学校教授 8 8 大正0 2 大正 1 4
1 5 2  橋本八年 2 2 明治 4 5一大正0 1
1 5 3  長谷川 一輿・堀田要コ郎 2 2 明治36
1 5 4  長谷川 一興・松永孫三 明治36
1 5 5  服部一 二 明治43
1 5 6  土生育 明治3 2
1 57 早川高繭 明治33
1 5 8  林鶴一 東北帝 国 大学教授 5 4  1 8  1 4  8 6  明治3 3一昭和0 8
1 5 9  林鶴一・冊目 良知 4 3 5 1 2  昭 和 1 0一昭 和 1 4
1 6 0  原因長松 3 3 明治 3 5 明治3 8
1 6 1  人 見忠次郎 陸軍中央幼年学校 明治3 1
1 6 2  鹿島高等師範学校附 属中学校数学研究会 2 9  1 3  1 0  5 2  大正0 6一 昭 和 1 6
1 6 3  富 山房編輯所 明治36
1 6 4  藤樺利喜太郎 東京大学教授 8 9 明治3 1 明治4 1
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1 6 5  藤揮利喜 太郎・飯 正之助 2 明治 2 2一明治23
1 6 6  藤野了祐 早稲田 大 学 2 昭和 1 4
1 67 藤森温末IJ・樺正華 明治 3 2
1 6 8  堀 口 平次 郎・瀧 樺ニコ 雄 昭 和 1 0
1 6 9  松 岡文 太 郎 東京数理学館 4 4 明治27一明治45
17 0 松原通男 昭和 1 0
17 1 松村定 次 郎 明治大学教授 大正 0 8
17 2 松 村定 次 郎・根津千 治 3 3 大正0 2 大 正07
17 3 松本敏三 京都大学 25  8 9 4 2  大正 1 5 昭 和 1 6
17 4 真野肇・遠藤政之助 3 3 明治29一 明 治 3 4
17 5 真野肇・ 回耀之助 4 4 明治3 2 大 正0 3
17 6 間谷力 2 2 昭和0 6
177 三*留コ 明治 3 4
17 8 溝 口 鹿治 郎 2 2 明治 3 5 明 治 3 9
17 9 東京 等 工業学校教授 1 5  1 5  明治 3 6 大正 1 0
1 8 0  宮田耀之助 明治 3 3
1 8  1 宮 本久 太 郎 2 2 明治 2 9 明治3 6
1 8 2  宮本藤吉 1 0  1 0  明治 3 6一大正04
1 8 3  コ輪桓一 郎 京都帝 国 大 学教授 1 1  1 1  明治 3 0一大正04
1 8 4  コ 輪 問 輪 三 第六 高 等 学校教授 明治 4 1
1 8 5  元田侍 東京 高 等 師範学校教授 4 1 3  明1台 4 4 昭 和04
1 8 6  森外三郎 第コ 高 等 学校教授 2 4 6 明治 2 6 大正 1 5
1 87 森岩太郎 東京女子 高等師範学校 17 1 7 明治 3 6一大正 1 1
1 8 8  守岳雄 明治4 1
1 8 9  守屋美賀 雄 北海道帝 国大学教授 2 2 昭 和 1 4
1 9 0  安川敷太郎 横浜高等 工業学校教授 3 昭和06
1 9  1 保田棟 太 ・白井侍士 郎 (保田) 第 一 高等学校 教授 4 明治40 大正0 2
1 9 2  谷田部梅 吉 東京大 学予備門教官 明治 28
1 9 3  山 崎勇 明治 3 3
1 9 4  山 下安太郎 明治 3 1
1 9 5  山田高太郎 2 2 明治 2 3一 明治30
1 9 6  山 村乾十 郎 明治 3 2
1 97 吉田好九郎・藤野了祐 ( 吉田) 学習 院教授 3 4 明治 3 8 大正04
1 9 8  米 山間蔵 九州帝 国 大学教授 1 6 3 3 2 2  昭和04 昭 和 1 4
1 9 9  六盟舘編輯所 2 2 明治 4 5一大正0 1
2 0 0  脇坂無矯 ・治田耀賢 大正 1 4
20 1 和田健雄・西 内 貞 2 3 大正 1 3 昭 和 0 3
2 0 2  渡遺孫 一 郎 東京工業大学教授 10  8 2 1  大正 1 2 昭 和 1 4
2 0 3  渡遁義勝・安川敷太郎 大正 1 3

注 : 著者番号は， 著作者名 の五十音順 に従って筆者が付し たも の
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3. 戦後の小学校算数科の検定教科書の主な著作者

著 者 名 隔関 職 歴 l教科書会社 | 期
松原元一 I 1 1  I東京学芸大学第三脚域性事、 東京学芸大学助教長、教在、名誉搬 | 東書 I 1 11 IIINV 

日孝郎 I 1 2  I糊華大学講師、 北海道大学助教授、 北海道大学教援、 専修大学搬 | 東書 I 1 11 IIINV 
橋本純次 I 1 2  I 神戸大学助教授、 神戸大学教護 1 )書林 I 1 11 IIINV 
加藤康順 I 2 0  I お茶の水女子大学付属小学校教諭 | 東書 I 1 11 IIINV 
黒 田忠司 I 2 1  I神戸大学教育学部付属1]\輔、足崎市立鵡むj判長、風)11学院短期大学制 | 啓林 I 1 11 IIINV 
元古良太郎 I 2 1  I大阪学芸大判島l輔、市立福島/)、学校輔、 枇捕([1)\ . ÎL制/ト学校長 | 啓林 I 1 11 IIINV 
片桐義二郎 I 2 1  I大臨学芸大学甘�/)輔、嫡柏田貫島小学校教論、 北中島l昨械 | 啓林 I 1 11 IIINV 

協力者

ー全型ー雪啓一一一 L�.lJ郡明日一間四:即時TF23J-EPRfiPJ!哩*一一一一一…J一事雪…………L.L里里ア烹...J旦V泉並幸男 I 3 0  I大阪府城市晴明記小学校教論、 制小、融制\税措/ト学校教論 | 啓林 I 1 11 IIINV 
前 田 隆- 1 9 0 I 大阪書籍 l大書 I 11 IIINVVI 
加藤田雄 I 1 1  I山梨大学助搬、山梨大学教在 、 山梨大学名誉轍 | 学図 I IIINVVI I III 
古賀昇一 I 1 1  I広島大学助機、 広島大学搬、 広島大学名誉糠 i大書 IIIINVVI 
粥永 昌吉 I 1 2  I東京大学棚、東京大学名誉教授、 学習院大学糠 l東書 I 1 11 IIIN 
三村征雄 I 1 2  I東京大学轍兼東京文献学教授、 東京大学名誉教騨習院大学搬 | 東書 I 1 11 IIIN 
中村幸 四郎 I 1 2  I大阪大学教授、 関西学院大学教授 | 啓林 I 1 11盟N
薮根智顕 \ 1 2  \和歌 山大学助教授、 和歌 山大学教授 i啓林 \ 1 11 IIIN 
字喜多義昌 \ 1 2  \ t海道学芸大学棚分校教壁、 東京理科大学教授 | 教出 IIIINVVI 
ー:伊藤二両一一一 .

Tiìlj��説明器i討論:雨ifiiZ再編 ...一一一一一一 一 1天�.
.............I
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堀山欽哉 I 2 1  I東京学芸大学問島大泉1]\学概論、 4金井市立仁j、学校長、備区立大東学問 /ト学技長 !大 日 I 11 IIINV 
小林 森 I 2 1  I東京学芸大学問豊島/)\学校輔、 東京学芸大学閥/池井/ト学校、 醐区立豊到、学校長 | 大 日 I IIINVVI I N 
黒松喜代秀 I 2 2  I大阪学芸大学付属小学校輔、大酬額女子短期大学助機 ・ 教授 | 大書 I 1 11 VVI I V 
岡村秀 夫 I 3 0  I神奈川県横浜市献E小学校教論、 融市立西前小学校長 | 二葉 ・ 教出 I 1 立NV
安 田 良一 I 4 0  I 学習院初等科教諭 | 学図 1 1 IIINV 
上林弥四郎 1 1 1  1 浪速大学助教授、大 阪府立大学助教授 | 啓林 \ IIIIII 
原 弘道 1 1 1  1 横浜国立大学助教授、横浜国立大 学教授 | 二葉 ・ 教出 1 I IIN 1 III 
戸 田 清 1 1 1  1 広島大学教授、広島大学名 誉教授 | 学図 1 11班N
荒木雄喜 1 1 1  1 熊本大学教授、熊本大学名 誉教授 l東書 lIIINV 
斎藤廉治 1 1 1  1 静岡大学助教授、 静岡大学教授 | 学図 IIIINV 
国盛秀登 1 1 1  1広島大学助機、 広島問搬、 広島大学名誉轍 |学図 IIIINV 
中野 昇 1 1 1  1広島大学教授、広島大学名 誉教授 |学図 IIIINV 
川口 廷 1 1 1  1 東京学芸大学教授、東京学芸大学名 誉教授 | 学図 1 NVVI 1 N 
植松茂暢 1 1 1  1 香川|大学教授、香川大学名 誉教授 | 教出 INVVI 
岩合一男 1 1 1  1 高知大学助教授、 高知大学教授、広島大学教授|大 書 INVVI 
畦森宣信 1 1 1  1 福岡教育大学助教授、福岡教育大学教授 | 大書 INVVI 
出石 降 1 1 1  1福岡教育大学助教授、 欄腕時教授、 鰯桝大学名誉教授 |大書 INVVI 
小} 1 1庄太郎 1 1 1  1 奈良教育大学教授、 奈良教育大 学名 誉教授 | 大 書 INVVI 
平林一栄 I 1 1  I 広 島大学助教授、 広 島大学教授 |大書 I NVVI I V 
阿部浩一 I 1 1  I 大阪教育大学教授、大阪教育大学名 誉教授 |大書 INVVI 
石原正也 I 1 1  I 岐阜大学教授、岐阜大学名 誉教授 i大 日 INVVI 
末綱恕一 1 1 2  1 東京大学教授、統計数理研究所長 l大 日 1 IIIIII 
菅原正巳 1 1 2  I 統計数理研究所 |大臼 IIIIIII 
梅沢敏夫 I 1 2  I 群馬大学学芸学部教授、埼玉大学教授 | 教 出 IIIINV 
河口商次 1 1 2  1 日本大学大学院教授、 櫛道大学理学部教授、 t海道大学名誉教授、 械工業大学轍 | 教出 IIIINV 
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古屋 茂 I 1 2  I 東京大学教授、 東大名誉教授 ・ 青 山学院大教授 | 東書 I N VVI 
小平邦彦 I 1 2  I 東京大学教授、 東京大学名誉教授 ・ 学習院大学糠 | 東書 I NVVI 
高橋睦男 I 1 2  I 大阪教育大学教授、 大阪教育大学学長 | 大書 I NVVI 
赤 摂也 I 1 2  I 立教大学教授 | 大 日 I N VVI 
上 回京子 I 2 0  I 東京学芸大学的属竹早小学校教諭 | 大 日 I 1 II ill 
北山 巽 I 2 0  I 東京教育大学付属小学校、 学校教育研究所所員 | 学国 | 盟NV 1 II 
正木孝 昌 I 2 0  I 東京教育大学付属/ト学校教論、 制大学付属小学校教論 | 学図 I N VVI 
滝 富夫 I 2 0  I 東京教育大学情11\学校教論、 鰍大学付属小学校教論 ! 学国 I NVVI I VI 
北原糟武 I 2 1  I 鯨学芸大学隅豊島小学校、 品}I医師7)z小学校教論 | 大 日 I 1 II ill I II 
花村郁雄 I 2 1  I 東京学芸大学付属世田谷11\輔、 東京都世田谷区立等々力小学技長 | 二葉 ・ 教出 I 1 II N  I N 
大島富明 I 2 1  I 東京学芸大学問肩掛小学校、 踊回常盤台小学校長 | 大 日 I II NV 
細 目木見良 I 2 1  I 奈良好大付属小学校教語、 城市立南大江l件様、 大阪教育大学講師 | 大書 I II VVI 
三石 仁 川 o I 東京都荒川 区立瑞光小学校教諭 ! 大 日 I 1 II 田
杉山政衛 I 3 0  I 東京都台東日帥小学校、 文京間枇ト学校教詰 | 大 日 I I II ill I ill 
根本力雄 I 3 0  I 東京都桝委員会教育指導員、 世田谷区雄堂小学校長 | 二葉 ・ 教出 I 1 II N  
石 田 貞 一 I 3 0  I 東京都豊島区立長崎小学技様、 柳町lト学校教論 | 二葉 ・ 大 日 I 1 II N  
尾崎馨太郎 I 3 0  I 埼玉県指導主事、 大宮市立桜木小学校長 | 東書 I II 盟 N I II 
高森敏夫 I 3 0  I 東京都鵬院中村小学校教論、 駆曲全小学校長 | 東書 I II NV I II ill 
大塚茂雄 I 3 0  I 東京都jtB:浦野}II第二小輪、 北町時台小学校教語、 都立王子第三lト学校長 | 東書 j 踊N V
明石準- 1 30 1 :東京都港E持南小学校教論、 粧曲全小学校教論 ・校長 | 東書 I NV VI  
竹内嗣郎 I 3 1  I 東京都縮問蹴第四小輪、 櫛目臥戸小学校教議、 臨時時/卜学概論 | 啓林 I NV VI  
宮城延太郎 I 3 2  I 諒賀県大津市教育研究所、 大津市立中央小学校長、 教融合研究所開 | 大書 I II V VI  
藤原安治郎 I 4 0  I 成撰学園教諭 | 啓林 I 1 II ill 
福 田 正一郎 I 4 0  I 学習院初等科教諭 | 二葉 ・ 教出 I 1 II N  
林 佐- 1 4 0 I 慶応義塾輔、 豊雄制齢、 臨調鰍鈴長 | 学図 1 1 illN I ill 

新舟 清 I 4 0  I 成眠小学校教諭 | 東書 I NVVI 
中山 理 I 4 0  I 慶応義塾幼稚舎教諭 | 学図 I NV VI  
日 下部 山 I 4 0  I 成城学園小学校教諭、 成城学閥初等学校教諭 | 学図 I NV VI  
香取良範 I 5 1  I 成採学園教論、 前成眠中学校教諭 | 東書 I II illN 
織 田 富勝 I 6 0  I 東京都立城南高等学校教諭 l 東書 I 1 II ill 
塩野直道 I 9 0  I 啓林館 | 啓林 I II 盟 N

注 :
職 種 1 1 大学 ・ 数学教育学 1 2 大学 ・ 数学 1 3 大学 ・ 教育学

20 付属小 2 1 付属小→公立小 22 付属小→大学
3 0 公立小 3 1 公立小→私立小 3 2 公立小→研究所
4 0 私 立小 50 公立中 5 1 私立 中 6 0 公立高 90 そ の他

期 1 期 : 1 9 50 (昭和2 5 )年� II 期 : 1 9 5 5 (昭和30) 年� ill期 : 1 9 6 1 (昭和36 ) 年~
N期 : 1 9 7 1  (昭和4 6 )年� V 期 : 1 9 80 (昭和55) 年� VI期 : 1 9 9 2  (平成 4 ) 年~

協力者の 時期 : 学習指導要領の改訂期 を教科書の発行時期 に合わせた。
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4 . 戦後の中学校数学科の検定教科書の主な著作者

著者名 隔樹 職 歴 | 教科書会社 | 期 | 協力者
小) 1 1庄太郎 I 1 1  I 奈良学芸大学助教授、 制縮大学縦、 組糖大学名誉轍 i 大書 I I n mwvVI 
ノト高俊夫 1 2 1  1 東京教育大学関属中学校 ・ 高等学校教官、 糊文科大学助教授、 静岡大学縦、 明星大学轍 | 大 日 1 1 n mwvVI 
仲 間 紀夫 I 2 1  I 東京教育大学的属中 ・ 高校教官、 東京大学教育学部帰属中学校 ・ 高等学校教官、 埼玉大学糠 i 大 日 ・ 学図 I I n mwvVI
松原克一 1 1 1  1 東京学芸大学蹴授、 東京学芸大学搬、 東京学芸大学名誉轍 | 東書 1 1 n mw v  1 w 
佐藤良一郎 1 1 1  1 東京教育大学搬、 千葉大学桝学部教授、 日 本大学搬、 鯉大学教授 | 大 日 1 1 n mw v  1 m 
岩村 聡 1 1 2  1 お茶 の水女子大学助教費、 東京教育大学教授、 立教大学撒 | 東書 1 1 n mw v  
黒 田 孝郎 1 1 2  1 糊撃大学講師、 北海猷学助教授、 専修大学椴 1 :東書 1 1 n mw v  
橋本純次 1 1 2  1 神戸大学助教授、 神戸大学教授 j 大書 ・ 啓林 1 1 n mw v  
高橋睦男 1 1 2  1 大阪学芸大学教授、 大阪教育大学学長 | 大書 1 II IIIWV羽
熊沢 淡 1 2 0  1 東京教育大学糊中学校、 臨高等学校教官、 鰍時前属中 ・ 高等学校 | 大 臼 1 1 n 彊w v 1 wv 
井上義夫 1 2 1  1 鯨教育大学閥中学校、 幌高等学校教官、 技大学講師、 雄大学教授、 元雄大学撤 | 大 日 1 I n wvVI 1 m 
宮崎勝弐 1 2 1  1 東京教育大学閥中学校、 糊高等学技教官、 締大学糖、 東京好体育大学轍 | 大 同 1 1 n mwv 1 II 田
佐々 木元太郎 1 2 1  1 東京教育大学閥中学校、 隅高等学技教官、 醐大学轍 | 大 日 1 1 n mwv 
性同志今:_____ _ _ _ _J_�J.J_開ff.�持関I��鵠J明暗常明， ilJ堅再開樫J男埜ff.1'í 司一……一笹一……-一…-一---J刀- 一二司投:二-坦一J…-一….一1島津義雄 |川30川1 i滋接賀県犬祉上郡柚豊即H帥中学特校教輪議誌、 近邸i江工町附立R牒葉中枠学校欄教龍 賜市拙立西酔中学矧校梯教櫛論 i 大書 . 啓林 1 1 n 阻wv
乾 東- 1 6 2 1 大阪府立清水在高等学校教語、 城府立東豊中高等学校教詰 1 J書林 1 1 n mw v  
田 中 良運 1 6 2  1 東京高師付属中学校輔、 桝市立賊高等学校輔、 桝貼桝高等学校教論 | 啓林 1 1 n mw v  
内藤美城男 1 6 2  1 奈良女高師付覇中学校教論、 島根県立町高等学校教論 | 啓林 1 1 n 盟wv
前 田 隆- 1 9 0 1 大阪書籍 | 大書 1 II IIIWVVI 
阿部浩一 1 1 1  1 大阪学芸大学助教授、 大阪教育大学縦、 大阪教育大学名誉搬 | 大書 I mwvVI 
古賀昇一 1 1 1  1 広島大学助搬、 広島大学搬、 広島大学名誉教授 | 大書 I mwvVI 
加藤田雄 1 1 1  1 山梨大学助搬、 倒大学教授、 山梨大学名誉搬 i 学図 1 ]豆WVVI
中村幸四郎 1 1 2  1 大阪大学棚、 関西学院大学教授、 大阪大学名誉教授 i 大書 ・ 啓林 1 1 n mw 
粥永 昌 吉 1 1 2  1 東京大学樹、 東京大学名誉教授 ・ 学習院大学搬 | 東書 1 1 n mw 
三村征雄 1 1 2  1 東京大学教授 ・ 東京雄大学教授、 東京大学名誉轍・ 学習臨時搬 | 東書 1 1 n mw 
正 田建次郎 1 1 2  1 大阪大学理学部長、 大阪大学師、 武語大学学長 1 J書林 1 1 n mw 
坂本行雄 1 1 2  1 日 本女子大学講師、 日柑子大学助教授、 時好大学縦、 鵡大学搬 | 東書 1 II IIIWV 
問 島一郎 1 1 2  1 慶応義塾大学教授、 臨調大学名誉教授 | 学図 1 II IIIWV 
三輪辰郎 1 6 4  1 東京教育大学付属高校教論、 大阪教育大学助教授、 大阪教育大学樹、 蹴大学搬 | 啓林 1 mwvVI 1 VVI 
曾 田梅太郎 I 1 1  I 南山大学教授、 関 崎大学教授 | 学関 I 1 皿W
原 弘道 I 1 1  I 横浜国立大学助教授、 横浜自立大学搬、 械工業時搬 | 二葉 ・ 教出 I 1 IIIW I IIIW 
戸 田 清 I 1 1  I 広島大学教授、 広島大学名 誉教授 | 学図 I II IIIW 
斎藤廉治 I 1 1  I 静岡 大学助教授、 静岡大学教授 | 学図 I mwv 
中野 昇 I 1 1  I 広島大学教授、 広 島大学名 誉教授 | 学図 I mwv I W 
荒木雄事 I 1 1  I 熊本大学教授、 熊本大学名 誉教授 j 東書 I mwv 
川 口 廷 I 1 1  I 東京学芸大学教授、 東京学芸大学名 誉教授 i 学図 I WVVI I II m  
植松茂暢 I 1 1  I 香川 大学教授、 香川 大学名 誉教授 i 教出 I WVVI 
岩合一男 I 1 1  I 高知耕助教授、 臨時撤、 広島大学名誉教控 | 大書 I WVVI I VI 
出石 隆 I 1 1  I 福岡 教育大学教授、 福岡教育大学名誉教授 | 大書 I WVVI 
畦森宜信 I 1 1  I 福岡 教育大学助教授、 福岡教育大学教授 j 大書 I WVVI 
石原正也 I 1 1  I 岐阜大学教授、 岐阜大学名 誉教授 | 大 日 I WVVI 
宮 田 正彦 I 1 2  I 秋 田 大学教授 | 教出 I mwv 
ー松 信 I 1 2  I 京都大学教授、 京都大学名誉轍東京電機大学搬 i 学園 I WVVI 
宇喜多義昌 I 1 2  I _東京理科大学教授 | 教出 I WVVI 
赤 摂也 I 1 2  I -立教大学教授 | 大 日 I WVVI 
前原昭二 I 1 2  I 東京教育大学教授、 鰍大学教授、 融大学名誉教授 ・腿大学教授、 東京工業大学名誉糠 | 東書 I WVVI 
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藤 田 宏 I 1 2  I 東京大学教授 1 東京大学名 誉教授、 明 治大学教授 | 東書 I N V VI  
小平邦彦 I 1 2  I 東京大学教搬授、 鯨大紳学名僻誉糠. 学習概院大牌学搬 一…………-一……-一…………-一一一一…一一一一一一-一一一……一一一一一…一一一一…一一一一-一…』一凶一…………司一…………-一…………伺一………守一……-一一勾一. ....J 里雪雪一一一……一一一…-一…….一….一- 一…………司一……-一……-一…i⑤一...永永}逼瓦手手-雇啓啓手f尋芋司 一…..Tzrïf;お茶の水女子大学協中学校教論、 械の材型'f#月期時一一一J竺塑一一 一一一一一[}YY.Y:r... 一一一一_L.Y..-jijぶ長栄一一 一一r2ïTj持育大学胸中学校、 糊高等学校教官、 東京学芸大学助教授 l 大 日 I m vVI 
岡 田樟雄 I 2 1  I 広島大学付属中学校輔、 広島大学臓器、 拡散学名誉教授 | 学図 I N V 羽
小関照純 I 2 1  I 東京学芸大学付属 世 田 谷 中 教諭、 群馬大学教授 | 啓林 I NVVI 
興本光司 I 2 1  I 東京腕時間属中学校、 幌高等学校教官、 東京学芸大学隅問中学校、 静岡大学教官J 主� 一一一一UY.Y.YI...XL早百一語....T30T京云蔀記1I[l'L師胸中輔、 目黒第十中学校教論 | 二葉 ・ 学図 I II NV 
岩木敬ニ郎 I 3 0  I 東京都村山中輔、 文京区立第五中輔、 踊区立中台中学校長 | 大書 I m V VI  I N 
鳥居雄爾 I 3 0  I 東京都監在日本町中学校教論、 杉並区立富士見E中学校教論、 杉並間宮前中学技糊 教出 I NVVI I V 
井出 昭 I 3 0  I 東京都自分寺市立第二中学校輔、 鵡野市立伊中学校教論 J一事雪一一一一一一L有V VI 一一一言元一一啓:.... . .. .T40T麗応義塾普通部教諭 、 臨調大学教職セント翻 | 学図 I N V VI  
吉中外喜 I 4 0  I 慶応義塾中等部教諭 j竺開……… ...1.�.Y.Y:r..... . ...一通語主面一一一. ..T6Z.1 東京都立城南高等学校教諭 | 東書 I 1 II m 
織 田 富勝 I 6 2  I 東京都立城南高等学校教諭 | 東書 I 1 II m 
松宮清治 I 6 2  I 東京都立大崎高等学校教論、 東京都立晴高等学校輪 一一一一一一J里孝一一一一一.L�Y.Y:r烹VI一…………司一……-一……-一…司一司一…………-一一一一…司一一一一一一一一-一一-一-一一-一.忌-盃白這t雄雇E正- 司一…………-一……….一…….一………-一……....1一…-一守r一I一i“Li引汀.r玩臨高等学校教諭、 成採大学教授 -一…....1凶一...1 .勾里享烹烹一…………-一…………匂一……-一……同一…守一戸匂一………F一……-一一-一J旦旦里F…一 一…L}I:fí[里子言語一一 一 T90T語祥福 | 啓:林 I 1 II m 
注 :

職 種 1 1 大学 ・ 数学教育学 1 2 大学 ・ 数学 1 3 大学 ・ 教育学
20 付属 中 2 1 付属 中→大学 30 公立 中 3 1 公立 中→付属 中 3 2 公立 中→私立中
4 0 私 立 中 50 公立小 6 1 付属高 6 2 公立高 63 私立高 64 高校→大学
9 0 そ の他 9 9 不 明

期 I 期 : 1 9 5 1 (昭和26 ) 年'"'-' II 期 : 1 9 5 6 (昭和 3 1 ) 年~ 班期 : 1 9 6 2  (昭和 3 7 ) 年~
W期 : 1 9 7 2  (昭和47 ) 年'"'-' V 期 : 1 9 8 1  (昭和56 ) 年'"'-' VI期 : 1 9 9 3  (平成 5) 年~

協力者の 時期 : 学習指導要領の改訂期 を教科書の発行時期 に合わせた。
(作成 長 崎柴三)
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